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「農業環境リスク指標」研究とインベントリー

Research on Agro― Environmental Risk lndicators and Natural Resourcc lnventory

ネ申山和則
挙

Kazunorl Kohyama

平成 18年度からスター トした中期計画において農業環境 リスク指標を研究するリサーチプ

ロジェク ト (「農業環境 リスク指標」RP)力 発`足 し、リーダーを担当することになりました。

農業には作物生産という重要な役割がありますが、この他に多くの機能があることが知られて

きました。一方、農業活動が周辺環境へ様々な悪影響を及ぼしていることも否定できません。

そこで、「農業環境 リスク指標」RPでは、わが国の農業が環境へ及ぼす良い影響 (便益)や

悪い影響 (リ スク)を評価するためにわかりやすい指標 (農業環境 リスク指標)を作成する研

究に取り組んでいます。農業環境リスク指標を用いることで、環境へ及ぼす影響をわかりやす

く評価でき、環境にやさしい農業に有効な生産技術を選ぶことが可能になると考えています。

また、指標の値の経年変化や地域分布を見ることにより、環境保全型農業の推進に有効な政策

立案に役立てることもできます。現在、(1)養分からみた指標、(2)土壌保全からみた指標、(3)

農薬使用からみた指標、(4)生物多様性を評価する手法、の 4つの研究テーマについて取 り組

んでいます。

農業環境 リスク指標を作成するにあたつては、気象、土壌の性質、生物の生虐、状況、ある

いは土地利用や営農情報などの様々な自然・社会的条件の情報が必要になります。農業環境指

標の先進国であるカナダでは土壌侵食や水質汚染 リスクなどの指標を作成するにあたつて国家

規模の土壌のデータベースである CanSISを利用しています。 日本においても同様で、農業環

境に関する情報を収集・整理・発信する農業環境インベントリーセンターとの密接な連携によ

つて、これらの情報を有効に利用することができ、研究が進んでいくと考えています。

インベントリーに蓄積された情報を一方的に利用することばかり述べてきましたが、研究

の過程で作成されるデータをインベントリーに蓄積する、といつた双方向のやり取りによリイ

ンベントリーが充実するとともに研究も進んでいくのではないかと考えています。単独の情報

ではわからなかつたことが、複数の情報を組み合わせることで明らかになることはよくあるこ

とです。こうしたことから「農業環境 リスク指標」RPで作成したデータの登録を予定してい

ます (詳細は本文中に記載 )。

農業環境インベントリーの充実のためには、皆様の知恵と情報が不可欠です。ご支援、ご

協力をよろしくお願いします。

“
農業環境インベ ン トリーセンター

Natural Resources ln、 rentory Center

インベ ン トリー,第 6号 ,pl(2007)
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難I糠■文

わが国の食飼料システムにおける1970年代以降の窒素収支の変遷

Trends in Nitrogcn Balance of Food and Feed Systelll since the lnid-1970s in Japan

織田健次郎
ネ

Kettir0 0da

l.は じめに

現在、わが国は世界でも突出した食飼料の輸入国となつている。これら輸入及び国産食飼料

からは、その加工や消費・処理の過程で多くの副産物・廃棄物が発生しているが、その利活用

と廃棄物としての処理が十分に行われていないため閉鎖性水域における富栄養化の原因として

問題 となつている。 このような状況のもと、農業環境技術研究所は、わが国の食飼料の供給
から消費までの窒素のフローをモデル化した全国版養分収支算定システムを開発し、1960年 、

82年、87年、92年の国レベルの窒素収支を算定し、輸入依存と環境への窒素負荷などの増大

に関する経年的変遷を明らかにしてきた (岩元・三輪,1985;袴 田,1996)。

以上のように、本システムは、これら先人によつて順次、開発 0拡充されてきたものである

が、個々の食飼料品目の物流について、必ずしも必要なデータが入手できず暫定的な処理で対

処せざるをえなかつた面もあり、相応の知識を取得しないと収支算定が行なえないという状況

にあつた。著者は、本システムを用いた算定を効率化するため、算定方式の整理と若干の修正

を加え、算定用データの整備とあわせて同システムの改訂版として表計算ソフトに移植 した。

また、この改訂版を用いて、1982年、87年、92年の再算定と 1997年の算定を行い、その後

の変遷を明らかにした (織田,2006)。 しかし、最終の算定年から既に 10年間が経過しようと

している。そこで、これまでの算定期間に、直近、過去及び補間の年次を追加 し算定期間の拡

張を行つた。本報告では、拡張算定期間における窒素収支の変遷について、主として、1997

年以降の変遷を中心として紹介する。

2.全国版養分収支算定システム
わが国の食飼料システムを対象に窒素のフローを算定する場合、輸入の影響が極めて大きい

ことから、国内生産量と輸入量とを明確に区別できる形式で算定を行 う必要がある。そのため、

算定用データとして、食料品目は、国内生産量および輸出入量、用途別供給量 (飼料用、加工

用、食用)が物量ベースで記載されている食料需給表のデータを、また、輸入量の多い飼料品
目は、別途、流通飼料便覧など、年単位の統計資料のデータを基盤として用いている。

現システムの物流モデルと、算定対象とした約 70の食飼料品目の中から主要な品目の物流

を図1に示した。産出入部門として、[国内生産食飼料 ]、 [輸入食飼料 ]、 [輸出]の 3つ、用途
部門として、[穀類保管]、 勁日工業]、 [畜産業]の 3つ、人間による食料の消費を表す[食生活 ]、

*農
業環境インベン トリーセンター (現研究情報システム専門役室 )

Natural Resources lnventry Center(presenti Cordinnator Offlce of Research lnformation System)

インベ ン トリー,第 6号 ,p2-7(2007)
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報文 :わが国の食飼料システムにおける 1970年代以降の窒素収支の変遷

各部門からの排出物の移行先として、[環境 (農地を含む)]を加えた、合計 8つの部門から

なるモデルである。

加工食品の生産量などの補足情報、物流の量からの窒素量への換算などを含め、窒素収支の

算定に用いた主要な統計資料類を以下に示した。詳細については、織田 (2006)を 参照された

い。

1)食飼料 : 食料需給表、流通飼料便覧、飼料月報、農林水産物輸入実績

2)補足情報 :ポケット肥料要覧、食品産業統計年報

3)養分換算 :日 本食品標準成分表、日本標準資料成分表

図1わが国の食飼料システムの物流モデルと主たる品日の物流

3.近年の窒素収支の変遷
窒素収支の変遷を、より詳細に把握するために、これまでの算定期間を拡張した。具体的に

は、既報の 4調査年 (1982年、87年、92年、97年 )を含むように、1975年 より2000年までは 5

」釧

申一・米・麦類̈・こうりゃん

コーンク■テ瀬

・いも類
・野菜・果実
・生鮮魚介類頭　中一動

・生鮮魚介類
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年間隔とし、これに、直近の 2003年を加えた、計 7調査年に関する窒素収支の算定を行つた。

図 2に、これらの算定値と、総供給量がピークを示した 1992年の算定値とを併せ示した。既

報の算定と今回の拡張算定の結果をあわせて、主 に、 1997年以降の変遷を中心 として、

その傾 向を概括す る と次の とお りである。
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図 2わ が 国の食料供給 システム における窒素フローの変遷 (単位 :千tN)

注)・ 8つ組の数値は、上から順に 1975年 、80年、85年、90年、92年、95年、2000年、2003年のフローなどに対応する。
フローと年次との対応は、「国内生産食飼料」と「環壕農地を含む 」の内部に示暁 。
・「国内生産食飼料」と「輸入食飼料」の内部に示した「水産物」の量は、総量の内数であ 。
・「畜産業」への入量は、「輸入畜産物」以外は家畜の飼料であり、これらによつて「国産畜産物」が生産される。
・「国内生産食飼料」と「輸入食飼料」からの環境への排出量は、主に、養魚用の魚粉などの消費によるものであり、
また、これらと、「穀類保管」、「加工業」、「畜産業」、「食生活」の各排出量との合計が、「環境(農地を含む)」への
総排出量で橘 。
・「化学肥料」と「作物残さ」は、システムの系外からの入量として示してあり、本収支算定には含めていない。
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報文 :わが国の食飼料システムにおける 1970年代以降の窒素収支の変遷

1)窒素の総供給量は、国内で生産された食飼料に含有される窒素量 (以降、国内生産量)と 、

輸入された食飼料に含有される窒素量 (以降、輸入量)の合計である。窒素の総供給量は、1975

年の 1,248千 t(=595+653)か ら、1992年 の 1,742千 tに増加 したが、この年をピークに、
以降は、1992年比で、95年 (99.4%)、 97年 (986%)、 2000年 (95.6%)、 2003年 (92.9%)

と減少に転 じた。次に、これを国内生産量と輸入量の内訳からみると、国内生産量は、1985

年の 662千 tを ピークに以降は急激に減少をはじめ、一方で、これを補充するための一貫し

た輸入の増加が続いた。しかし、輸入も 1995年 の 1,210千 tを ピークに、1995年比で、2000

年 (97.5%)、 2003年 (96.9%)と 減少に転じた。なお、ピーク時の 1992年は、1980年代後

半のバブル経済期の直後にあたり、「飽食の時代」といわれた時期の食生活を反映していると

考えられるので、著者は、この減少傾向はさほど問題視はしていない。しかし、総供給量に占

める国産割合 〔(国内生産量―輸出量)の (国 内生産量―輸出量十輸入量)に対する割合〕を

みると、1975年 (47.7%)、 85年 (409%)、 95年 (30.1%)と 、この間急激に減少し、その

後は、97年 (297%)、 2000年 (29.1%)、 2003年 (27.5%)と 緩やかとはなつたが、減少傾

向は一貫して継続している。海外への食飼料の依存はむしろ増大しており、国内生産量の減少

に歯止めがかからない点が懸念される。

2)環境への総排出量については、総供給量と本量との差は、輸出量と各部門 ([穀類保管]、
[加工業]、 [畜産業])の在庫増減量との合計であるため、総供給量とほぼ同様の変遷傾向を

示す。なお、在庫増減量は、煩雑となるので、図 2では割愛したが、各部門で、総入量から、

総出量と輸出量との合計を差し引けば求めることができる。環境への総排出量も、1992年に

1,707千 tと ピークを示したが、以降は、1992年比で、95年 (990%)、 97年 (984%)、 2000

年 (95.8%)、 2003年 (945%)と 減少 した。次に、これを個別部門からの排出量でみると、[畜
産業]では、1992年 をピークに、以降は、1992年比で、95年 (96.4%)、 97年 (96.7%)、 2000

年 (924%)、 2003年 (913%)と 総排出量を上回る早さで減少 しているが、一方、[食生活 ]
では、1995年 をピークに、以降は、1995年比で、97年 (96.6%)、 2000年 (96.4%)、 2003年

(94.6%)と 、特に、97年以降は、横這いに近く緩慢な減少を示している。なお、ロロエ業]か

らの排出量は、1980年代以降は、130千 tか ら 150千 t程度の範囲内で変動しており、特に、

増減の傾向といつたものは認め難い。

3)個別部門のうち、環境へ排出量が多量である [畜産業]について、より詳細に検討した。[畜

産業]では、輸入畜産物 (枝肉、牛乳、鶏卵)の窒素量が、 1975年の 28千 tNか ら 2000年
の 102千 tま で一貫して増加 し、2003年になつて、95千 t と減少に転じた。一方、家畜飼

料の供給量 ([畜産業]への各入量のうち [輸入畜産物]を除いた合計 )は、その大半を輸入

に依存しているが、1992年の 968千 tを ピークに 97年 (919千 t)、 2003年 (868千 t)と

減少 した。以上のことは、国内の家畜の飼養頭羽数が減少傾向にあるためであり、その結果、

国産畜産物の生産量も減少するので、これを補充するために、輸入畜産物の量が増加 したとい

うことになる。また、国内の家畜の飼養頭羽数の減少により、家畜ふん尿の発生量が減少し、

その結果、[畜産業]か らの環境への排出量も、1992年 の 830千 tを ピークに、97年 (803千 t)、

2003年 (758千 t)と 減少 している。

次に、畜産物の品目別の国内生産量と輸入量の推移を 表1に示した。鶏卵と牛乳では、輸
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インベントリー 第 6号  (2007)

入牛乳が、1985年から 90年にかけて約 2倍に、また 90年から 2000年 にかけて 80%増 とな

った。そのため、牛乳の、全期間をとおしての国産割合は、83.6%か ら 68.2%に 約 15%低

下したが、一方で、鶏卵の国産割合は 96%と 高水準でほとんど変化はない。

牛肉 豚 肉 鶏肉 馬口羊 男鳥リロ 牛乳 総量

1975年
1980年
1985年
1990年
1992年
1995年
2000年
2001年
2002笙手
2003笙手

9.1 2.6
12.5 5.0
1 6.1 6.5
1 6.1 1 5.9
17.3 11 .5

17.1 21.3
1 5.1 30.6
13.6 25.2 1)

15.1 22]
14.6 21.5

29.1   5.9

40.7  5.9

44.4  7.7

43.7  13.9

408  19.0
37.0  22.0

35.8  27.1

35.0  29.4

35.5  31.3

36.3  32.6

22.9  08
33.8  2.4
40.9  3.5

41.7  9.0

41.2  12.0

37.8  17.5

36.1  20.7

36.7  21.2

37.1  20.0

37.4  17.7 2

3.1  12.4

0.9   8.6

0.8   7.3

0.2   4.5

0.3   4.6

0.4  3.6
0.3   19
0.3   18
0.4   1.6

0.4   1.6

35.6  1.1

39.2  1.0
42.5  0.8

47.6  1.0

50.7  1.8

50.2  2.2
49.9  2.4

49.6  2.2

49.8  2.4

49.7  2.2

25.0  4.9

32.5   5.1

37.2  5.7

41.0  11.2

431  12.2
42.3  16.4

421  19.8
41.6  19.5

41.9  18.9

42.0  19.6

125.5   27.7    81.9%

159.6  28.0    85.1%
181.8   31.5    85.2%

190.3  55.5    77.4%
193.3   67.2    74.2%

184.7  890    67.5%
179.2  102.4    63.6%

176.8  99.3    64.0%
179.7   96.3    65.1%

180.4  95.2    65.5%

注 )1)2001年 からの牛肉の輸入量の減少は、同年 9月 10日 、わが国ではじめて、千葉県の酪農家で飼育
されていた乳牛から狂牛病が発見されたことの影響によるものと考えられる。
2)2003年 の鶏肉の輸入量の減少は、同年に主要な輸入先であるタイ、中国などで鳥インフルエンザ
が発生し輸入一時停止措置がとられたためである。

しかし、肉類においては、牛肉の自由化 (決定 :1988年 5月 、開始 :91年 1月 )を境に、牛肉、豚

肉、鶏肉の輸入量は、85年から90年 にかけて 2～ 3倍程度に増加し、さらに、90年から2000年に

かけて、それぞれ、約 2倍程度に増加している。しかし、2001年から2003年にかけて、BSEの影響

で、牛肉の輸入量は約 30%減少し、鶏肉も、2003年には、鳥インフルエンザの影響で、輸入量は 10

%強減少した。豚肉のみが、補充のために若干量増加 している。これらの事を考えると、輸入は、

市場原理による価格変動の問題のみでなく、BSEなどの伝染性疾病といった問題もはらんでおり、食

飼料の安定的な供給源としては疑間を感じざるをえない。

4. おわりに

環境負荷の低減については、 1)食飼料の総供給量が多いこと, 2)消費の結果発生する家
畜ふん尿やし尿などの副産物・残さの有効利用の割合が少ないという2点が問題であると考え

られる。

1)については、総供給量の減少に伴って、総排出量も、1992年の、1,707千 tか ら、2003

年には、1,613千 tと 、約 10%減少した。織田 (2006)に よれば、[食生活]からの食残し・未利

用廃棄窒素量は、 1997年の場合、約 33千tNと推測されており、窒素ベースで総排出量の約 2

%に 相当するとある。総排出量を減らす試みとしては、食残 しなどの無駄を減らした食生活へ導く
ための取り組みが必要であると考えられる。

2)については、根本的な解決のためには、副産物・残さの利活用によつて負荷軽減に導く
べきである。たとえば、家畜ふん尿では、家畜排泄物法で 2004年までに堆肥盤などの施設が

義務づけられたため,現在は、そのまま環境へ排出される事にはならないと考えられるが、貯

留されるふん尿の妥当な利用用途を決める必要がある。これらの未利用窒素の用途として,家

畜ふん尿堆肥などを、未利用水田における飼料米の生産に利用することが負荷軽減に有効であ

るとの報告もある (三輪ら,2006)。

今後は、これらの負荷軽減と、国産割合を高めるための国産食飼料の利用拡大を導くための取り

表1肉類,鶏卵,牛乳による窒素の供給量の推移 (単位:千 tN)
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報文 :わが国の食飼料システムにおける 1970年代以降の窒素収支の変遷

組みが一層重要になると考えられる。

引用文献

岩元明久 。三輪容太郎(1985)わが国の有機物動態と地力,回場と土壌,196・ 197合併号,148… 157.

袴田共之 (1996)農業における資源管理そして環境、季刊環境研究,No100,120-126.

織田健次郎 (2006)わが国の食飼料システムにおける 1980年代以降の窒素動態の変遷,土肥誌, 77,

517-524.

三輪容太郎・織 田健次郎 。松本成夫 (2006)わ が国の食飼料供給に伴 う窒素の動態に基づ く環境負荷発生

構造の解析 ,土肥誌 ,77,627-634.

問い合わせ先

研究情報システム専門役室 織田健次郎
電話 :029-838… 8298,E―m五1:koda@affrc.go」p
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1耕1究|ドピ|,ク ス

菌床シイタケの新害虫をヤガ科ナミグルマアツバと同定

Identification of an Unkno、 vn lnsect Pest of thc Shiitakc Mushroolll, 五θ′″42r′α θ∂()σgs Cultivated on

Synthetic Logs as И′α″r/2α ligηθα of the Family Noctuidac

吉松慎一
*・

仲田幸樹
**

Shin…ichi Yoshimatsu alld Yukitatsu Nakata

要約 菌床シイタケの菌糸を食害するチ ョウロヤガ科幼虫の飼育羽化成虫の形態を詳 しく検討

し、これまで害虫としては記録のないナ ミグルマアツバ と同定 した。また、近縁なヒメナ ミグ

ルマアツバ との雌成虫での識別法を開発 した。

背景と目的

2000年愛媛県のシイタケ栽培地で、シイタケ菌床表面の菌糸を食害する見慣れないヤガ科

幼虫が発見されました。本種が加害 した箇所からはシイタケ子実体が発生 しない。ヤガ科幼虫

は未知のものが多く、幼虫では同定できなかつたので、飼育 して成虫標本を得ました。外部形

態からは、これまで害虫としては記録のない И4α′α′力α属の 1種であることまでしか同定でな

かったので、関連のタイプ標本の特徴をさらに詳細に観察・調査 し、種名を正確に同定するこ

とを目的 とした。

成果の内容

得 られた本種成虫の雌交尾器をロン ドン自然史博物館所蔵のナ ミグルマアツバのタイプ標本

のものと比較 したところ、本種は 日本・韓国・ ロシア極東地区に分布す るナ ミグルマアツバ

/4α″r//7α 嫁″α (図 1左上)と 同定できた。 日本国内に生′自、し、成虫斑紋が本種 と酷似するヒ

メナ ミグルマアツバИ′α/αttα ″′sαθ (図 1右上)と は、雌交尾器のシグヌム (交尾嚢にある硬

化片)の形状が異なり (図 1下 )、 明瞭に識別できることが分かつた。また本種の幼虫形態は

中村 (1989)に よつて既に報告 されているが (図 3右 )、 今回得 られたものとは明らかに異な

る別種 と思われたため、改めてナ ミグルマアツバの幼虫形態 として報告 した (図 2、 図 3左 )。

本種によるシイタケヘの被害は、現在までに愛媛県からのみ確認 されてるが、他の都道府県

でも今後の発生に注意する必要がある。ただし、ほだ木シイタケヘの加害は見つかつていない。

食菌性はチ ョウロではまれであり、以前に報告 したムラサキアツバ ω′ο
“
σα ε″θ
“
α″:農業環

境研究成果情報第 19集 )と ともに、今回の И″鍬滋α属での食菌性の種の発見は、学術的にも

特筆すべきものであるc

農業環境インベ ン トリーセンター,料愛媛県林業技術センター

Natural Resources lnventow Center, Ehilne Prefecture Forest Rcsearch Center

インベ ン トリー,第 6号 ,p8-9(2007)
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研究 トピックス :菌床シイタケの新害虫をヤガ科ナミグルマアツバと同定

具体的データ

図1 ナミグルマアツバとヒメナミグルマアツバの成虫と雌交尾器
両種の成虫は酷似する。しかし、下に示した雌交尾器において、左図では二又の短いシグヌム (交尾嚢

にある硬化片)だが、右図では一列の長いシグヌムとなる。成虫には目盛りを付けた。

↑
背方

↓震方
ナミグルマアツパ    中村(1980Dの “ナミグルマアツパ"

く奮松模写)

図3 ナ ミグルマアツバ終齢幼虫第 1腹節の刺毛配列図
spは気門、他の文字は刺毛を示す。左図では SV3刺 毛 (赤字)があり、

Dl,D2,SDl,Llの各刺毛基板部が盛り上がる (赤矢印)。

参考文献

Yoshmatsu and Nakata(2006)Ent Sci,9:319… 325.

問い合わせ先

農業環境インベントリーセンター 吉松慎一
電話 :029…838-8348,E¨m」1:yosimat氏 )iaes affrc gojp

ナミグルマアツ′く ヒメナミグルマアツパ

シグヌム
ナミグルマアツパ <γ

ヌ
全 メナミグルマアツパ

だ晨
｀
,急耐

図2 ナミグルマアツバ終齢幼虫

ナミグルマアツパ
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日本産ヒョウタンカスミカメ族のWeb図説検索表

11lustrated Key to Japanese Species of the Tribe Pilophorini

中谷至伸
*

Yukinobu Nakatani

要約

日本産ヒョウタンカスミカメ族 17種の図説検索表をウェブサイ ト上に公開した。鱗毛の形

態など、識別点となる形質を図示したことで、高度の専門知識がなくとも容易に種が同定でき

る。

背景と目的

ヒョウタンカスミカメ族の多くはダニ類や小昆虫を捕食するとされ、自然環境ではこれらの

天敵としての役割を果たしていると考えられている。最も普通にみられるヒョウタンカスミカ

メ (Pガυttθ″νs sθ′ν′οsνs)は、里山を中心とした農業生態系に多く、種々の落葉広葉樹上で生

活している。本族は体色、体形などが類似した種が多く、生物相の調査などで頻繁に発見され

るものの、図鑑など同定に利用できる資料が乏しく、これまで分類の専門家以外による同定は

困難であった。そこで、種の同定に用いる形質をわかりやすく図示した図説検索表を作成・公

開することで、同定を容易にする手段を提供する。

成果の内容

2-1 ヒョウタンカスミカメ属とは

ヒョウタンカスミカメ族はカスミカメムシ科チビカスミカメ亜科に含まれ、全世界でおおよ

そ 150種ほどが知られる比較的小規模なグループで、わが国ではこれまでに 17種が確認され

ている。体長約 2-4mmほ どの微小なカメムシで、アリに似た種が多いことでも知られ、背
面に特徴的な銀白色の鱗毛をもち、これらが鱗毛列を形成するものもある (図 1)。

2 2 Web図説検索表

日本産ヒョウタンカスミカメ族 17種について種の検索表を作成 し、鱗毛の形態など識

別点となる形質をすべて図示 した。これ らを組み合わせてヒョウタンカスミカメ族の図説

検索表を作成、Web公 開 した (図 2)。 農業環 li―技術研究所の研究 0技術情報のページ
(http://www.niaes.affrc.gO.jp/techdoc/index.html)か らアクセスできる。

画面の左に体の全形図を表示 し、右側で拡大 している部位がどこかわかるように矢印で

示した。利用者は指示された形質を観察 し、2つ の選択肢から合致する方を順次選ぶことで

該当する種に到達でる。なお、当ページには英語版も用意 してある。現在のところ検索表

だけだが、個々の種について解説および画像を充実させる予定である。

ホ
農業環境インベ ン トリーセンター

Natural Resources lnventry Center

インベン トリー,第 6号,p10-H(2007)
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具体的データ

研究 トピックス :日 本産ヒョウタンカスミカメ族の Wcb図説検索表

図1 左 :ク ロヒョウタンカスミカメPilophorus typicus成虫

(矢印は銀白色鱗毛列 )。 右 :鱗毛列の拡大図。

並列する 2者
から形質が合
致する方を選
び次の分岐点
に進む。

疇薔

総蝙

図2 ヒョウタンカス

ミカメ族の図説検索表

画面

問い合わせ先

農業環境インベン トリ

員ヨ言舌 1 029…838… 8348,

―センター 中谷至伸
E‐mail:nakatany@affrc goJp

krttvra:nra! (tlQ
Gcfu At*drsll*hn

クリックすればブラ
ウザ上の次ページ
に移動する。

:
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1耕1究|||ビ |‐,ク ス

「水環境保全のための農業環境モニタリングマニュアル改訂版」の発行
Publication of the Rivised Agro― Environmental Nlonitoring Ⅳlanual for Water Consen/試 ion

齋藤雅典
‐0菅原和夫

料
・中井 信

Ⅲ*・
神山和則

***・
三島慎一郎

替*ら

/ヽ1asanori Saito,Kazuo Sugahtta,Makoto Nakai,Kazunori Koyama and Shin― ichiro NIishiina θ′α′.

要約

「水環境保全のための農業環境モニタリングマニュアル改訂版」を発行した。農地から河川

・地下水へ流出する窒素・リンをモニタリングする手法や、集水域スケールで負荷源別の窒素

負荷量を推定する手法などを提供する。

背景と目的

農業活動が水環境へ及ぼす影響の重要性が広 く認識 されるようにな り、国や地方 自治体

の行政部局・農業試験場より、農地から河川・地下水へ流出する窒素・ リンのモニタリン

グ手法や、集水域スケールで負荷源別の窒素負荷量を推定する手法が求められている。 と

くに、滋賀県が 2004年から先行的に進めている 「環境農業直接支払制度」や、農林水産

省が 2007年度から実施する 「農地・水・環境保全向上対策Jの実効性を評価するために

は、農業環境のモニタリングが不可欠である。そこで、当所が実施 した研究の成果を中心

に、最新の情報を幅広 く取 り入れた改訂版を発行 した。

成果の内容

最近の成果に基づいて、農業環境のモニタリング手法を平易に解説 している。改訂版の

主な特徴 と構成は以下の通 りである (表 1)。

1.I章 では、各種の水質基準および測定方法を最新のものに改訂 した。
2.Ⅱ 章では、市販の GISソ フ トを用いて、土地利用現況図を作成する手順 (図 1)や、
リモー ト・センシングデータを利用する手順について解説 している。

3.Ⅲ章では、統計情報に基づき、作物生産量、化学肥料施用量、家畜ふん尿発生量など
を者5道府県・市町村単位で算出するデータベースシステムについて解説 している。

4.Ⅳ章では、回場の地下水流動を測定・解析する手法や、中規模河川における簡便・迅
速・高精度の水質モニタリング手法 (図 2)を解説 している。

5。 V章では、新たに 「暗渠からの NPモ ニタリングJの項を加えるともに、農薬調査法
についても最新の分析法を踏まえて全面的に改訂 した。

6。 Ⅵ章では、集水域スケールで負荷源別の窒素負荷量を推定する手法 (図 3)について

解説 している。

農業環境技術研究所のウェブサイ トに、改訂版の電子ファイル (PDF)を アップロー ド
して提供する。また、希望者には印刷物を配布する。

研究コーディネータ,**物質循環研究領域,***農業環境インベン トリーセンター

Principal Reserach Coor(五 natOr,CarbOn and Nutrient Cycles Division,Natural Resources lnventOry Center

インベン トリー,第 6号 ,p12… 13(2007)
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研究トピックス :「水環境保全のための農業環境モニタリングマニュアル改訂版Jの発行

具体的データ

表 1「水環境保全のための農桑環境モニタ

I 農業環境モニタリングの基本事項
I-1農 業環境モニタリングの目的と調査手法
I-2各種の水質基準と測定方法
I-3汚 濁負荷の推定法と地下水の水質解析法

リングマニュアル改訂版」の目次

地形分析による浅層地下水流動の予察手法

負荷物質の動態調査法

流域水質解析法― :エンドメンバーズ法に

よる負荷源別寄与率推定

V-2窒 素および酸素安定同位体自然存在比を
用いた窒素動態解析法

V-3埋 設型ライシメータ法およびモノリスライシ
メータ法

V-4土 壌浸透水による溶脱窒素・リンのモニタ
リング法
V-5暗 渠流出する懸濁物質およびリンの測定法
V-6環 境における農薬調査法
V-7脱 窒速度測定法

流域水質評価法

面源由来窒素負荷の地形連鎖系指標を用

いた河川水質への影響評価法

地形連鎖窒素フローモデル(田 渕モデル )

Ⅶ  生物相による水環境評価
Ⅶ l水 辺植物による水環境評価法
Ⅶ-2トビケラ成虫を指標とした水環境評価法
Ⅷ-3トンボを指標とした地域環境評価法

Ⅷ  水環境保全のための各種情報

Ⅳ -5

Ⅱ

Ⅱ-1

■-2

■-3

Ⅱ-4

Ⅱ-5

Ⅱ-6

Ⅱ-7

流域環境調査法
土壌環境調査法
土壌断面調査法
土壊機能評価図の作成法
土地利用現況調査法
土地利用現況調査法
(リモート・センシング利用)

表流水流線および集水域調査法
流域水収支及び水田水利用の概況調査法

Ⅲ  流域負荷源調査法
Ⅲ-1農業活動状況と農業資材投入調査
Ⅲ-2養分収支調査法
Ⅲ-3流域における地目別養分収支の推定例

Ⅳ  水移流調査法
Ⅳ-1土壊浸透水調査法(水収支法 )
Ⅳ-2浅 層地下水流量調査法
Ⅳ-3表 流水の流量測定とサンプリング法
Ⅳ-4地温探査法による地下水の水みちの
位置・規模の調査法

1ヽ-2

土地利用現況図を作成する手順

囀
ヨ
償
Ⅸ

′劇
揮
颯
ｕ
駅
喘
側

図 3流域スケールで負荷源別の窒素負
荷量を推定する手法 (Ⅵ-1)

問い合わせ先

物質循環研究領域長 菅原和夫

電話/Fax:029… 838‐ 8322,E¨m五1:sugalwa@niaes affrc go」 p
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lkmメ ッシュ作目別栽培面積データベース

l km Grid Dtta of Crop Cultivation Areas

神山和貝げ

Kazunorl Kohyama

l.は じめに

農水省では農業、林業に関する様々な統計データを 5年 ごとに農林業センサスとしてまとめ

て公表している。この統計は調査項目も多く、空間的に最も詳細な集計単位は農業集落単位で

あるため研究分野でも様々な形で利用されている。しかし、農業環境に関する研究を行 う場合、

行政区域単位よりも集水域やその他の自然地形単位でデータを扱 う方が望ましい場合がしばし

ばある。そこで、著者 らが作成 した農林業センサスデータの各種面積を lbメ ッシュ単位で
推定する手法 (ネ申山ら2003)を 利用して、全国の作目別栽培面積を lkmメ ッシュ毎に算出し、

データベースとして整備した。

2.lkmメ ッシュ作目別栽培面積の算出

1)算出方法
作目別面積の推定は以下の手順で行つた。 (1)国土数値情報の土地利用データと農業集落地

図から集落単位で水田、畑の 100mメ ッシュ数を集計する。 (2)こ のメッシュ数と農業統計デ

ータの面積を比較調整 し,各集落における 100mメ ッシュの 1メ ッシュあたりの水田、畑面積
を算出する。 (3)各集落の作目ごとの畑面積あたりの面積割合に (2)で算出した畑面積を乗じて

1メ ッシュあたりの作目別面積を算出する。 (4)10× 10メ ッシュごとに集計し、 lk‐lnメ ッシ

ュの作目別面積を決定する。

2)推定精度
いくつかのメッシュについて空中写真と現地調査によつて水田、畑の分布図を作成し、推定

した面積と比較した結果、両者に高い相関が得られた。また、農業集落、旧市町村、都道府県

等のレベルで集計し農業センサスデータとの回帰分析を行つた結果、回帰係数、寄与率ともほ

ぼ 1に近い値が得られた。これらのことから、この手法によつて推定された栽培面積がほぼ妥

当な値であると判断できる。ただし、都市地域を含む地域で推定精度がやや劣る。これは都市

地域周辺では農家の居住地がある集落と所有 (使用)している農地の集落が異なるといつた統
計情報の収集上の制約に起因すると考えられる。

3.データベースの内容
データは 21項 目から構成されている (表 1)。 3次 メッシュは標準地域メッシュに準拠した
コー ドで 8桁の数値からなり、最初の4桁が第 1次地域区画 (1次メッシュ)、 次の 2桁が第

*農
業環境インベン トリーセンター

Natural Resources lnventory Center

インベン トリー,第 6号 ,p14… 16(2007)

-14-
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2次地域区画 (2次 メッシュ)、 最

後の 2桁 が第 3次地域区画 (3次

メッシュ)を 表 している。 3次 メ

ッシュはほぼ lh× llcnであるた
め、llcnメ ッシュと呼ばれること

もある。本稿における lhメ ッシ
ュとい う表現 もこの 3次 メッシュ

のことを示 している。 3次 メッシ

ュは様々な地理情報に用いられて

いるため、メッシュコー ドが共通

であれば重ね合わせた解析を行 う

ことが可能である。

年次は使用した統計年次である。

最新の農業センサスデータは 2005

年のものであるが、データ処理の

都合上、メッシュデータは 1995年

のデータで作成 した。今後、他の

年次の整備を進めていく予定であ

る。

経営耕地面積～その他までの項

目が対応する面積である。乳用牛

～鶏については、飼養場所が特定

のメッシュに集中すると考えられ

るが、そのメッシュを特定するこ

とが困難なため耕地面積に比例 し

た飼養頭羽数を集落内の各メッシ

ュに接分した値を掲載している。

図 1にデータベースソフ トによ

り表示 した具体的なデータを、図 2に GISソ フ トウェアにより作成 した水田分布図を示 した。

=11■

■■■|,'||■ ||=■■■ヽ|==■|||||を

'

図 1 データベースソフトによるデータの表示

表 1 データベースの内容

3次メッシュ 8桁コー ド

年次 1995

経営耕地面積 面積 (a)

田 面積 (a)

畑 面積 (a)

作 目

麦類 面積 (a)

雑穀 面積 (a)

いも類 面積 (a)

豆類 面積 (a)

工芸農作物 面積 (a)

野菜類 面積 (a)

花き類 面積 (a)

種苗 面積 (a)

飼料用作物 面積 (a)

果樹・桑 面積 (a)

茶 面積 (a)

その他 面積 (a)

乳用牛 頭数 (頭 )

肉用牛 頭数 (頭 )

ブ タ 頭数 (頭 )

鶏 コ1委交 (10011)

一。
６
簿
ｒ
一
．一■
．一ょ一．
”
、一悶
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躙  0… 5 ha

田  5…20

■■120-

インベントリー 第 6号  (2007)

図 2 1kmメ ッシュ内の水田面積によって区分した水田分布図

宮路広武 (2003)国 土数値情報を利用 した農業統計データのメツ レ/

引用文献

神山和則・賓示戸雅之 。佐々木寛幸。

ュ化 , 土月巴誌 , 74, 415-424

問い合わせ先

農業環境インベントリーセンター 神山和則
電話 :029-838… 8227,E―m圧1:kollyalna@attC gOJp
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NRS土壌図と土壌調査・土壊図資料のWeb公 開
Wcb Presentation of tllc llRS Soil Map,and Soil Survcy Documcnt and Soil Maps

中井 信
*

NIakoto Nakai

l. はじめに

農業環境インベントリーセンターでは、土壌の調査分類に関する相当数の資料や土壌図が保

管されている。これらの資料は、農業技術研究所土壌第 3科、農業環境技術研究所土壌調査分

類研究室・土壌生成研究室、土壌生成分類研究室、土壌分類研究室に個人や機関から寄贈され

たり、研究者が収集したものである。最近組織の改編が再三にわたり、現在では入手できない

貴重な資料もあることから、資料の散逸を防ぐため資料の一覧データベースを作成した。この

データベースを Webページで閲覧できるように公開したので紹介する。

2.資料の種類
1)書籍等

資料データベースは、研究室で購入した書籍の整理を目的としてデータの整理を開始したた

め、図書室に登録されている図書を始め、研究室に寄贈された市販図書、国公立研究場所の調

査研究報告書、会議資料などを含んでいる。総計で 6,700点 余りである。

2)土壌図 。地図

農耕地土壌図や国土調査の土壌図など国内外の土壌図や各種地図を収録した。外国の土壌図

には、さまざまな研究者が海外調査の際などに入手したものや、寄贈されたものが多く含まれ

ている。総計で 1,600点弱である。

3)NRS土 壌図
戦後GHQに より緊急に調査された予察土壌図とその解説書 (小原、2003)である。62枚
の図幅と9冊の解説書よりなる。

3.Webペ ージ
1)データベース

書籍等については書名、著者、出版社、出版年、

出版月、分類ラベル、備品番号、および書架、土

壌図・地図については図幅名、地域名、縮尺、出

版社 (作成者 )、 出版年、出版月、および寄贈者

をフィール ドとする PostgreSQLの データベース

を作成 した。Wcbページからアクセスすること

で、一覧表示と検索ができる (図 1～ 4)。

-17-

図 1 土壌インベントリーのWebページ

'農
業環境インベ ン トリーセンター

Nattlral Resources lnventoly Center

インベン トリー,第 6号 ,p17-18(2007)
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2)■lRS土壌図

■lRS土壌図は画像化して、解説書は pdfフ ァイルとし、図幅はファイルサイズが大きいた

め 2段階の縮小ファイルを作成した。これらは Web上で閲覧することもできるし、ダウンロ

ー ドすることもできる。

図3 土壊図一覧表示

問合わせ先

農業環境インベン ト

電話 :029-838-8353,

リーセンター 中井 信
E―m」1:nak」mkt@aftC goJp

鰺 1台 勧 重 水臨 卜 簸 離寝 動 黎 鯉

菫饉菫2 台湾地区 水田第■期 諸作生産力等級図

爾 3磐票毒薔『薔置私,蔵纏ヶ潮前専肇晨

"局

土壌調査締

璽 4 鯵ケ沢事業区土壌図 (3-1)

豊整J5 鯵ケ沢事業区■壌図 (o 2)

璽 6 1`ケ 沢事栞区土壌図 (3-3)

鰺 7 弘前事業区土爛図(8-1,

菫菫圏 8 弘前事業区輩 図 (8-2)

菫菫圏 9 弘前事業区土撼図 (8-3)

豊饉 10弘前事業区土壌図 (8-4)

菫璽麟 11弘前事業区土鋼図 (8-5)

爾 12弘前事業区土壌図 (8-6)

鷺爾 13:ム前事鋼区土項図(8-7)

菫爾 14:ム 前事業区土壌図(8-6)

鸞聾 15深浦事業区土壌図(3‐ )

量璽 16瀦輌際区却 硼 C-2)

週霊盤蜃】フ脇薄中 C― e)

爾 18長野営懸局と嬢調査報告 第1報

饉璽螢19長野営林局土壊構査報告 第2稼

資料一覧

資料検索

土壌図一覧

土壌図検索

鶴 祓 鶏 繋 蒙
闘 輔 駒 RFl、 腱 .薦

Jり獅弾圏難劇難魔は可能です。

図2 資料・土壌図の検索ページ

NRStX c。 理lla鯰)2け sOE Cbssrにatbn Laborato″ Al R崚
“

疑幾 内

“
画憾薩クル クすると拡大画像を見ることができます。
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図4 NRS土 壊図の一覧表示
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北海道農業研究センターから譲渡された土壌試料

Soil Samplcs Trallsfered■om National Agricultural Rescach Ccntcr for Hokkaido Rcgion

神山和則
*,大
倉利明

*

Kazunorl Kohyallla alld Toshiaki(Э hkura

l.は じめに

北海道農業試験場 (現 北海道農業研究センター)では 5万分の 1縮尺の北海道の農牧地及
び農牧適地の土壌調査を昭和 21年から48年にかけて実施した。調査時に採取した土壌サンプ

ルは一般理化学性分析に供した他、テーマ別の解析に用いるため保管されてきた。しかし、平

成 18年度からの中期計画による組織改編により研究室体制ではなくなつたこともあり、これ

らの土壌サンプルを継続的な保管が難しい状況となつてきた。以上のことから農業環境インベ

ントリーセンターでは (1)採取地点が特定でき、(2)断面記載、分析値がある土壌サンプ

ルを譲 り受けることとした。

2.北海道農試の上壌調査
地力保全基本調査による土壌調査が農地に限定されていたことに対し、北海道農試の土壌調

査では、調査範囲が農牧適地に及んでいることが特徴である。すなわち、調査時点では非耕地

であつても比較的地形条件の良い場所 (概ね、傾斜 15度未満、標高 400～ 500m以 下)あ る

いは過去に入植履歴のある場所を含んでいる。このため土壌調査結果は、北海道の農地開発調

査に利用されてきた。

これらの調査結果は市町村別報告書としてまとめられたが、関係市町村に配布されただけであ

つた。いくつかの市町村をまとめ支庁別あるいはさらに細分した地域別に編集 したものが北海

道農業試験場土性 (壌 )調査報告 (全 32編 )と して刊行されている。また、その集大成として 60

万分の 1北海道土壌図が昭和 60年に刊行された。なお、土壌調査報告書については北海道農

業研究センターホームページ (http://cryo.n肛 o.attc gojp/)の 「公開データベース等」から見る

ことができる。

3.土壌サンプルの概要
本年度に譲渡された土壌サンプルは石狩支庁をはじめとする 8支庁の約 1300地点の約 4000

サンプルである (図 1)。 胆振支庁、渡島支庁、留萌支庁についてはサンプルは保存されてい

たが、採取地点を特定できる資料がなかった。また、十勝支庁、根室支庁についてはサンプル

が保存されていなかった。空知支庁のサンプルは採取地点との照合が終了していないため次年

度に照合の上譲渡を受ける予定である。

主要な土壌型別のサンプル割合は未熟± 6%、 火山性± 17%、 褐色森林± 18%、 疑似グライ

± 7%、 低地± 48%、 泥炭± 4%で あつた (表 1)。

*農
業環境インベ ン トリーセンター

Natural Resources ln、 rentry Center

インベ ン トリー,第 6号 ,p19-21(2007)
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表 1 土壌型別地点数

土壌型
士

中分類

地′点数

大分類

未熟土 //ヽ計 % rδ〃

残積未熟土

砂丘未熟土

火山放出物未熟土

湿性火山放出物未熟土

8

16

39

13

火山性土 //ヽ計 2ゴイ ″θ″

未熟火山性土

湿性未熟火山性土

褐色火山性土

黒色火山性土

湿性黒色火山性土

厚層黒色火山性土

湿性厚層黒色火山性土

26

10

45

65

9

43

16

褐色森林土 グヽ計 22■ 白7〃

褐色森林土

酸性褐色森林土

30

191

疑似グライ土  //ヽ計 ra∂

疑似グライ土

グライ台地土

79

3

ポ ドゾル ポ ドゾル 0″

赤黄色土 暗赤色土 (貧塩基 ) 0〃

低地土 //ヽ計 ″a〃

褐色低地土

灰色低地土

グライ低地土

359

186

57

泥炭土 〃ヽ計 Z″

低位泥炭土

中間泥炭土

高位泥炭土

33

12

5

合計

―-20-―

1251 (100.0)

北海道土壌分類第 2次案の大分類と中分類
()内の数値は%
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137(431)

0(0)

/ら 、 372(1014)

152(421)

163(450)
0(0)

167(525)
130(602)

0(0)

0(0)
126(384)

ヴ
55(22

0(0)

図 1 支庁別地点数

()はサンプル数

4.おわりに

今期中期計画では農地土壌と林野土壌を含めた包括的土壌分類試案を公開することを計画し

ている。先に述べたように、北海道農試の土壌調査は非農地の調査データを含んでいることか

ら農地土壌と林野土壌のす りあわせに役に立つと考えられる。調査地点については既に pHや

リン酸吸収係数などの基本的な分析データがあるので、譲渡を受けたサンプルを利用して、今

後、新しい分類試案に適用するために必要ないくつかの化学分析データを加えることによりそ

れぞれの土壌の分類試案における位置づけを明確にすることが可能になると考えられる。さら

に、こうした多くの地点の断面、分析データを用いることでより良い分類試案の提示に役立つ

ことが期待できる。

引用文献

北海道農業試験場 (1985)北海道の上壌,pl-95,北 海道農業試験場

問い合わせ先

農業環境インベントリーセンター 神山和則・大倉利明
電話 :029… 838… 8227,E―mが 1:kohytta@affrc.go jp,tohbra@niacS.attc.gojp
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新しい日本野生植物寄生・共生菌類目録の検索システムの構築

Consttuction of Ncw Search Systenl lor ll■ dex of Parasidc and SymbiOdc MicrObes on VVild Plants in Japan

小板橋基夫
*,吉
田重信
*,封
馬誠也

*

Motoo Koitabashi,Shigenobu Yoshida and Sciya Tsushiina

l.日本野生植物寄生・共生菌類目録とは

植物に寄生や共生する菌類については、従来から植物病理学、菌学や生態学などの様々な分

野において精力的に研究が行われてきた。特に植物病理学分野では日本植物病理学会による日

本植物病名目録などのデーターの蓄積がある。しかし、そこに記載されているのは主に栽培作

物や樹木などの有用植物に寄生する菌類に限られ、俗に野草と呼ばれる野生植物 (草本類)に

寄生する菌類の目録としては利用できない。また、そこに記載されている菌類は植物寄生性菌

類に限られ、エンドファイ ト (植物内生菌)や菌根菌などの共生菌類、植物体上で常在的に生

息する菌類、あるいは枯死茎上に腐生的に発生するキノコ類などを含めての記載は行われてい

ない。

そこで、今まで日本国内で報告された野生植物寄生 。共生 。生息菌類 (312属 1302種、寄

生 植物 95科 1626種)を体系的に目録化し、菌類インベントリーの作成を行い、農業環境研
究所資料第 26号 として「日本野生植物寄生 。共生菌類目録」を出版した (月 星ら 2002)。

2.日本野生植物寄生・共生菌類目録のWob公 開
「日本野生植物寄生・共生菌

類 目録」を広 く一般に利用 して

もらうために、2002年からその

内容を Wcbサイ トで検索可能な

状態で公開してきた。 しかし、

JavaScriptを 使用 した本検索シス

テムにおいては、菌学名や植物

学名などの複数キーワー ドによ

る同時絞り込みが行えなかつた。

そこで、ポス トグレ SQRを導入
した新 しい検索システムを構築

し、検索効率を向上 させた (図

1)。

3.検 索の仕様と検索方法

鰺

')lBlt.€bt 
. br'o.r-.*.i.

t.ly:irhr lc)!o? Mrb€lhtnd€ &r Asrc-Erlio|rmdlklrg AilRid6 n@ed

図 1 サイトの トップページ
アドレス :http://kinrul.niaes affrc.go jp/

生物生態機能研究領域

Environmental Biofunction Division

インベ ン トリー,第 6号,p22‐23(2007)
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インベントリー :新しい日本野生植物寄生。共生菌類目録の検索システムの構築

本検索は トップページから検索画面に移行し、目的とする菌類学名や植物学名から検索を行

うことができる。検索を行 う際に、菌類や植物学名が判明している場合は、頭文字指定による

検索を行 うことができ、月¶>OR検 索も可能である。検索例として、図 2にスズメノカタビ

ラうどんこ病菌の例を示した。キーワー ドにスズメノカタビラを入力し、病原菌の学名である

Blumcria gralllinis(DC)Spccrの Bを頭文字指定して入力すると図 2-Aの ように結果が示さ
れ、詳細ボタンをクリックすると図 2-Bの 詳細内容が表示される。また、検索結果は昇順
・降順のソー トが可能となつている。

さらに、一部のデータについては Web上 で既に公開している、菌類図鑑 (httpil′
…
niacs affrc

gojp/invcn的 /1niCr00rgttokllroku/zukall hml)と リンクさせており、菌学名をクリックすると胞子

形態の顕微鏡写真や生態などの情報を得ることができる。

図 2検 索初期画面と検索結果

(A:学名指定とキーワー ド複合検索,B:検索結果)

本検索システムは著者 らが構築した微生物

インベン トリーの一部 として機能 してお り、

図 3に示すように内部検索からトップページ

に移行することで、関連する微生物情報につ

いても検索することができるように設計した。

参考文献

月星隆雄・吉田重信・篠原弘亮・封馬誠也 (2002)

日本野生植物寄生 。共生菌類日録,農業環境技術研究

所資料,26,169pp.

問い合わせ先

生物生態機能研究領域 小板橋基夫
電話 :029… 838-8355,

E¨mail i koita@afIC gojp
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簸標本館

農業環境インベントリー展示館 :肥料・煙害展示室

Natllr」 RcsowcCS hVentty Ⅳluscllm i Room of Fcrtilizer and Smokc Polludon

谷山一郎
十

1chlro Tanwalna

2005年 4月 にオープンした農業環境インベ

ン トリー展示館内の 「昆虫・微生物展示室」

南側の実験室を改装して面積約 71m2の 「肥料

・煙害展示室」力`新設 され、2006年 4月 19

日の一般公開に合わせて公開された。

ここで展示しているのは、主に次の肥料の

標本・資料および精錬所周辺の亜硫酸ガス被

害 (煙害)に関する研究資料である。

図 1 農業環境インベントリー展示館
1.肥料の分析台帳と試料
室の西側には、明治 34年 (1901年 )か ら昭和 29

年 (1954年 )に かけて、農業環境技術研究所の前身

である農事試験場 と農業技術研究所時代に作成 され

た肥料の依頼分析 (一般からの依頼)と 請求分析 (公

的機関からの依頼)の 台帳と分析試料を展示してい

る (詳細については情報 :農業と環境 No 57,「農業

環境技術研究所案内 (15):残 された遺産―農事試験

場における肥料依頼分析の記録一Jを参照)。

分析台帳には供試品名、生産地、依頼期 日、分析

結果、分析者などが記載され、冊子で 489冊 (約 8万

件)存在するが、そのうち明治 34年の依頼分析と明

治 35年の請求分析の台帳や英語の証明書の控えなど

をガラスケース内に展示している。

また、分析に供 した試料 として保存されている約

700点のガラスビンに入つた肥料のうち、醤油かす、 図2 肥料の分析台帳と試料
焼酎かす、香川県産オリーブ油かす、テングサやツノマタなどの海草などの植物質肥料 25点、

ニシンやイワシかす、ザリガニ、ヤ ドカリ、幼蚕かす、塩虫 (ワ ラジムシ)、 タニシ、ヒトデ、

ウニ、鯨骨、獣肉、獣毛、乾血などの動物質肥料 16点、チリ硝石、モロッコ・ラサ島・大東

島産リン鉱石、セメン トダス ト、 トーマスリン肥、過 リン酸石灰、化成肥料の試作品などの無

`農
業環境インベ ン トリーセンター長

Director,Natural Resourccs lnvent,Centcr

インベン トリー,第 6号,p24-25(2007)
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研究標本館 :肥料 。煙害展示室

機質肥料 13点を展示している。

2.化成肥料や配合肥料
室の東側には、第二次大戦後、日本の肥料会

社で製造されたり農業技術研究所で試作された、

所内に保存されている肥料標本約 1,000点のう

ち、250点 を展示している。主な内訳は、窒素、

リン酸およびカリなどの成分の異なるさまざま

な化成肥料 104点 、作物ごとに肥料成分を調製

し有機質を混合した配合肥料 60点、単肥とその

原料であるグアノ (海鳥糞 )、 リン鉱石や塩化

カリウム鉱石など 58点、緩効性肥料で粒の大き

さやコーティング資材の異なる被覆肥料 28点

である。
図3 配合肥料と化成肥料の標本

3.煙害植物試料と関係資料
室の北側には、明治 41年 (1908年)か ら昭和 12年

(1937年 )にかけて調査 。研究した際に得られた 2,300

点を超える亜硫酸ガスなどの被害を受けた植物標本 と

そのスケッチ画や関連する写真などの資料のうち、約 60

点を展示している (詳細については情報 :農業 と環境

No 54「農業環境技術研究所案内 (14):残 された遺産―

96年前からの公害汚染植物―」を参照)。

その内容は、愛媛県別子銅山四阪島製錬所周辺の煙

害を受けたサクラ、カボチャ、ダイズなどの植物乾燥

標本 とフキやアザ ミなどの彩色スケッチ画、亜硫酸ガ

スの曝露実験で使われ、葉や茎が脱色 したハダカムギ

の彩色スケッチ画 とガラスに焼き付けられたネガおよ

び乾燥標本など 11点、四阪島製錬所とその煙の発生状

況を示す写真、足尾銅山付近のフィール ドノー トと調

査報告書、地図、気象データ、四阪島や足尾周辺の被害状況の報告に関する古在由直第 2代場

長 と農務局長や鉱山局長 との往復書簡などの資料 34点 を展示 している (情報 :農業 と環境

No 53「 わが国の環境を心 したひ とび と (9):古在由直」を参照 )。

その他、展示室にはパ ソコンが置かれ、肥料分析帳簿、肥料標本インベン トリーおよび煙害

標本などのデータが入力 されてお り、詳細を知 りたい人のための利便性が図られている。

問い合わせ先

農業環境インベン トリーセンター長 谷山一郎

電話 :029… 838… 8351,E¨m滅1:crOslon@afn・ C goJp

図4 煙害関係の展示資料の一部
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土壊モノリス館

Soil NIIuseum

中井 信3・ 大倉利明*・ 戸上和樹**

Makoto Nakai,Toshi山 Ohkura and Kazuh Togalni

はじめに

土壌断面をそのままの姿で採取または樹脂で裏打ちして剥ぎ取つた標本を土壌モノリスと呼

ぶ。旧農業技術研究所の土壌第 3科において土壌モノリスの収集が始められ、その後農業環境

技術研究所に引き継がれ四半世紀が過ぎた。当初、我が国の代表的な土壌断面を収集すること

から始められてきたが、現在まで収集された土壌モノリスは143点 に達し、他機関から寄贈さ

れたり、海外から収集された土壌モノリスを合わせると200点 あまりになつている。これらの

土壌断面標本は、研究 。調査対象の上壌が全体の中でどこに位置づけられるかを検討する上で

重要な基準断面になる。すなわち基準断面と比較検討することにより、当該土壌が分類上どこ

に位置するかを同定できる。

今日では、このような土壌モノリスの収集は、国内外を問わず広く行われるようになり、研

究と教育用資材としてさまざまな場所で活用されている。写真は国立科学博物館の日本館には、

日本の主要な土壌が、その上の植物や動物とともに解説・展示されており、土壌に関する理解

に貢献している。これらの上壌モノリス収集には、我々も協力した。

図 1 東京国立博物館内の上壌モノリスの展示

`農業環境インベ ン トリーセンター,**農業環境インベン トリーセンター (現東北農業研究センター )

Natural Resources lnventory Center,Natural Rcsources lnventow Center oreSCnt:N“ onal AgHcultural Research Ccntcr

for TohokLI Region)

インベン トリー,第 6号 ,p26-37(2007)
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研究標本館 :土壌モノリス館

平成 18年度採取土壌モノリス

No.144 灰色低地土

地点 :茨城県常総市東町

緯度 :36.046306°   経度 :140.017139°  測地系 : JGD2000

記載 日 :2006/02/20、    天候 : 雨(日青)

調査者 :戸上・矢ケ崎 。中井 。平山、調査の状態 :通常断面記載

母岩 :区分 未固結堆積物、種類 砂泥 ;堆積様式 :運積成 水成 河成 氾濫原成

地形 :低地 氾濫平野 平坦面中部、標高 :12m

土地利用 :水田、地目 :水田、作物 :水稲

有効土層:100cm、 作土深:19cm

排水状態 :排水良好

0～ 19 cm KAp)、 平坦明瞭、2.5Y3/2(野 外)、 有機物富む、軽埴土、石礫なし、弱度の中亜角塊

状構造、粘着性中、可塑性中、細根あり、半湿、Fe呈色なし、堅密度 20

19～ 37 cm(B)、 平坦明瞭、5Y4/1(野外)、 雲状斑紋あり、有機物含む、重埴土、石礫なし、

壁状構造、粘着性中、可塑性強、小管状孔隙あり、根なし、半湿、Fe呈色なし、堅密度 21

37～ 51 cm(Cl)、 平坦明瞭、5Y3/1+5Y5/1(野外)、 糸状及び雲状 (7.5YR4/3)斑 紋あり、有機

物含む、重埴土、石礫なし、壁状構造、粘着性強、可塑性強、小管状孔隙あり、根なし、

半湿、Fe呈色なし、堅密度 18

51～ 65 cm(C2)、 平坦判然、2.5Y3/1(野 外)、 雲状斑鉄あり及び点状マンガン斑あり、有機物

含む、重埴土、石礫なし、壁状構造、粘着性強、可塑性強、小管状孔隙あり、根なし、半
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湿、Fe呈色なし、堅密度 15

65～ 89 cm(C3)、 平坦半J然、2.5Y3/1(野 外)、 雲状 (7 5YR4/4)斑鉄あり及び点状マンガン斑

あり、有機物あり、重埴土、石礫なし、壁状構造、粘着性強、可塑性強、粘土皮膜あり、

小子L隙あり及び中孔隙あり、根なし、半湿、Fe呈色なし、堅密度 13

89～ 100 cm(Cの 、平坦判然、2.5Y3/1(野 外)、 管状 (7.5YR4/0斑 鉄含む及び点状マンガン斑

あり、有機物あり、重埴土、石礫なし、壁状構造、粘着性強、可塑性強、小管状孔隙あり

及び中管状孔隙あり、根なし、湿、Fe呈色なし、堅密度 11

No 145 砂丘未熟土

地点 :千葉県野栄町 千葉県農業試験場ほ場

緯度 :35.651028°  経度 :140.578667° 測地系 :JGD2000
記載 日 :2006/03/08、  天候 :日青れ

調査者 :戸上、調査の状態 :通常断面記載

母岩 :区分 未固結堆積物、種類 砂 ;堆積様式 :運積成 水成 海成 ;砂丘
地形 :低地 海岸平野 平坦面縁辺部、標高 :5m
土地利用 :畑地、地 目 :普通畑

有効土層 :100cm、 作土深 :28cm

露岩 :な し

0～ 28 cm(Ap)、 平坦漸変、10YR4/6(野外 )、 砂土、石礫なし、

塑性なし、被覆なし、孔隙なし、半乾、堅密度 5

28～ 55 cm(B)、 波状明瞭、10YR4/6(野外)、 砂土、石礫なし、

単粒状構造、粘着性なし、可

単粒状構造、粘着性なし、可

千葉颯
苺Tr栄鷺
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研究標本館 :土壌モノリス館

塑性なし、被覆なし、孔隙なし、根まれにあり、半乾、堅密度 12

55～ 95 cm(Cl)、 波状明瞭、10YR3/4(野外)、 管状斑紋あり、砂土、石礫なし、単粒状構造及

び弱度の亜角塊状構造、粘着性なし、可塑性なし、半湿、堅密度 14

95～ 120 cm(C2)、 5Y3/2(野外)、 砂土、石礫なし、単粒状構造、粘着性なし、可塑性なし、被

覆なし、孔隙なし、湿、堅密度 10

No.146 グライ土

地点 :茨城県大洗町神山  (涸沼の干拓地)

緯度 :36.29575°  経度 :140.536222° 測地系 :世界測地系(JGD2000)
記載 日 :2006/03/10、  天候 :曇

調査者 :戸上和樹・矢ヶ崎泰海、調査の状態 :通常断面記載

母岩 :区分 未固結堆積物、種類 泥、堆積様式 :運積成 水成 湖沼成

地形 :低地 湖岸平野 平坦面、標高 :・2m

土地利用 :水 田、地 目 :水 田

人為 :人工的排水、その他 :造成 (明 治)(昭和 21年以降)

有効土層 :、 作土深 :15cm

作物 :水稲

0～ 15 cm lAp)、 波状明瞭、2.5Y3/2(野 外 )、 膜状 5YR3/6斑 紋富む及び糸根状斑紋富む、有

機物富む、軽埴土、円礫あり、弱度の中亜角況状構造、粘着性中、可塑性中、細管状孔隙

富む、細根あり及び中根あり、Fe呈色なし、堅密度 12

15～ 21 cm(Bl)、 波状明瞭、5Y3/1(野外 )、 膜状 5YR3/6斑紋ありおよび糸根状斑紋あり、有

機物富む、軽埴上、石礫なし、弱度の中亜角塊状構造、粘着性中、可塑性中、小管状孔隙
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あり、細根あり根、Fe即時呈色、堅密度 14

21～ 45 cm(B2)、 平坦判然、5Y3/2(野外)、 膜状 5YR3/6斑紋含む及び糸根状斑紋含む、有機

物あり、重埴土、腐朽円細礫あり、中度の中亜角塊状構造、粘着性強、可塑性強、細孔隙

あり、細根あり及び中根まれにあり、Fe呈色なし、堅密度 17

45～ 74 cm(Cl)、 平坦半J然、7.5Y4/1(野 外)、 管状 5YR3/6斑 紋含む及び糸根状マンガン斑あ

り、有機物なし、重埴土、石礫なし、壁状構造、細孔隙あり及び中管状孔隙あり、細根ま

れにあり根、Fe即時呈色、堅密度 12

74～ 102 cm(C2)、 平坦判然、7.5Y4/1(野 外)、 管状 5YR3/6斑紋あり斑紋、有機物なし、重

埴上、壁状構造、粘着性強、可塑性強、細孔隙あり及び中管状孔隙あり、根なし、Fe 貝ロ
時鮮明、堅密度 9

No 147 淡色黒ボク土

地点 :茨城県つ くば市観音台 農環研生成実験圃場
緯度 : 36.023961 

°
   経度 : 140.109944 

°
 測地男冬 :世界

測地系 (」GD2000)

記載 日 :2006/07/12、  天候 : 雨 (曇 )

調査者 :大倉、戸上;調査の状態 :通常断面記載

母岩 :区分 火山砕屑物、種類 火山灰、堆積様式 :運積成 風
成、標高 :23m

植生 :植林、アカマツ、ササ

排水状態 :良好、露岩 :な し

0～ 5 cmに 1)、 平坦明瞭、7.5YR2/2(野 外)、 有機物富む、埴
壌土、石礫なし、屑粒状構造、粘着性弱、可塑性弱、細根

富む、半湿、堅密度 14

5～ 18 cm●0、 平坦明瞭、7.5YR2/3(野 外)、 有機物富む、埴

壌土、石礫なし、弱度の亜角塊状構造及び屑粒状構造、粘

着性弱、可塑性弱、細根富む及び小根含む、半湿、堅密度

15

18～ 32 cm KAB)、 平坦明瞭、7.5YR3/2(野 外)、 有機物富む、

埴壌土、石礫なし、弱度の亜角塊状構造、粘着性弱、可塑

性弱、細根あり及び小根含む、半乾、堅密度 19

32～ 42 cm(Bwl)、 平坦明瞭、7.nR3/4(野 外)、 有機物含む、

軽埴土、石礫なし、弱度の亜角塊状構造、粘着性弱、可塑

性弱、細根あり及び小根あり、半湿、堅密度 20

42～ 68 cm(Bw2)、 波状明瞭、7.5YR4/6(野 外)、 有機物あり、

軽埴土、石礫なし、亜角塊状構造、小根あり、半湿、堅密

澤: 25

68～ 85 cm(2Bwl)、 波状明瞭、7.5YR4/4(野 外)、 有機物富む、

重埴土、石礫なし、中度の中亜角塊状構造、粘着性弱、可

塑性弱、細根あり、半湿、堅密度 24
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85～ 112 cm(2Bw2)、 波状明瞭、7.5YR3/4(野 外)、 有機物富む、重埴土、石礫なし、中度の

中亜角塊状構造、粘着性弱、可塑性弱、細根あり、半湿、堅密度 21

112～ 150 cm(2Bw3)、 平坦明瞭、7.5YR4/4(野 外)、 不鮮明な点状マンガン斑含む、有機物あ

り、重埴土、石礫なし、中度の中亜角塊状構造、粘着性弱、可塑性弱、半乾、堅密度 20

150～ 183 cm(2Bw4)、 平坦明瞭、lmm4/5(野 外 )、 点状マンガン斑含む、有機物あり、重埴

土、石礫なし、中度の中亜角塊状構造、粘着性弱、可塑性中、半湿、堅密度 22

183～ 210 cm(3Bwl)、 波状明瞭、10YR4/6(野外 )、 雲状斑鉄あり、有機物あり、重埴土、石

礫なし、中度の中亜角塊状構造、粘着性弱、可塑性中、半湿、堅密度 22

210～ 243 cm(3Bw2)、 平坦明瞭、2.5Y5/4(野 外 )、 雲状斑鉄あり、有機物あり、重埴土、石礫

なし、中度の中亜角塊状構造、粘着性弱、可塑性中、半湿、堅密度 20

243～ 270 cm(3Bw3)、 平坦明瞭、2.5Y5/4(野 外 )、 雲状斑鉄あり及び点状マンガン斑あり、有

機物あり、軽埴土、石礫なし、中度の中亜角塊状構造、粘着性中、可塑性中、湿、Mn呈

色なし、堅密度 15

270～ 278 cm(3Bw41、 平坦明瞭、2.5Y5/4(野 外 )、 雲状斑鉄あり及び点状マンガン斑あり、有

機物あり、重埴土、石礫なし、中度の中亜角塊状構造、粘着性中、可塑性中、湿、Fe 呈

色なし、堅密度 14

278～ 296 cm(4Cmnl)、 平坦明瞭、10YR6/4(野外 )、 有機物なし、重埴土、石礫なし、Fe呈

色なし、堅密度 18

296～ 340 cm(4C2)、 平坦明瞭(野外 )、 有機物なし、重埴土、石礫なし、Fe呈色なし、堅密

度 16

340～ 395 cm(4C3)、 平坦明瞭、5GY4/1(野 外)、 有機物なし、重埴土、石礫なし、Fe呈色な

し、堅密度 14

395～ 419 cm(5Cl)、 平坦明瞭、7.5Y6/2(野 外 )、 有機物なし、シル ト質埴土、石礫なし、Fe

呈色なし、堅密度 22

419～ 438 cm(5C2)、 波状明瞭、7.5Y5/1(野 外 )、 有機物なし、シル ト質埴土、石礫なし、Fe

呈色なし、堅密度 27

438～ 472 cm(5C3)、 平坦明瞭、7.5Y5/1(野 外 )、 有機物なし、シル ト質埴土、石礫なし、Fe

呈色なし、堅密度 27

472～ 486 cm(5C41、 平坦明瞭、5Y4/4(野外)、 有機物なし、砂質埴土、石礫なし、堅密度 27

486～ 550+cm(6C)、 有機物なし、砂土、石礫なし、堅密度 27

No 148 普通赤色土

地点 :静岡県浜松市引左町観音山

緯度 :34.890583°  経度 :137.719472° 測地系 :世界測地系(JGD2000)

記載 日 :2006/07/31、 天候 :曇

調査者 :戸上、調査の状態 :通常断面記載

母岩 :区分 固結堆積岩、種類 頁岩、堆積様式 :残積成

地形 :丘陵地 尾根面 緩斜面上部、地形詳述 :山頂緩斜面、標高 :206m

侵食 :シー ト侵食 極微

土地利用 :ス スキ草地、元 :牧草地、地 目 :牧草地、植生 :ス スキ草原
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排水性 :良好、露岩 :含む

0～ 3cm ω 、平坦判然、5YR5/8(野外)、 斑紋なし、有機物含む、埴壌土、腐朽礫含む、粘着
性弱、可塑性弱、細根富む及び中根あり、半乾、Al呈色なし、堅密度 14

3～ 20 cm(B→、波状判然、5YR4/6(野外)、 斑紋なし、有機物あり、軽埴土、腐朽礫含む、
中度の中亜角塊状構造、粘着性弱、可塑性弱、細根あり、半湿、Al呈色なし、堅密度 23

20～ 55 cm(BC)、 波状漸変、mm4/6(野外)、 斑紋なし、有機物あり、軽埴土、腐朽富む、中

度の中亜角塊状構造、粘着性弱、可塑性弱、細根あり、半湿、Al呈色なし、堅密度 26

55～ 123 cm(C)

No 149 れき質台地黄色土

地点 :静岡県浜松市大原町

緯度 :34.793°  経度 :137.742806° 淑1地系 :世界測地系(JGD2000)
記載 日 :2006/08/01、  天候 :曇

調査者 :大倉、戸上、松本、山本、調査の状態 :通常断面記載

母岩 :区分 礫質未固結段丘成堆積物  (洪積層 )
地形 :中位堆積段丘平坦面、三方ヶ原台地、標高 :73m
土地利用 :林地、植生 :、 ササ、アワダチソウ

排水状態 :良好、露岩 :含む

0～ 10 cm lAl、 平坦明瞭、7.5YR3/3(野 外)、 斑紋なし、有機物含む、

礫すこぶる富む、屑粒状構造及び弱度の亜角塊状構造、粘着性弱、

び中根含む、半乾、堅密度 9

10～ 18 cm(AB)、 波状明瞭、7.5YR4/6(野 外)、 斑紋なし、有機物あり

壌土、砂岩 。泥岩中円

可塑性弱、小根富む及

、壌土、砂岩・泥岩小
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円礫富む、弱度の亜角塊状構造、粘着性弱、可塑性弱、小根含む、半湿、堅密度 23

18～ 26 cm(B)、 平坦明瞭、7.nm5/8(野 外)、 結核なし、有機物あり、埴壌土、小円礫すこぶ

る富む、弱度の亜角塊状構造、粘着性弱、可塑性弱、小根あり、半湿、堅密度 25

26～ 36 cm(BC)、 平坦明瞭、7.5YR5/8(野 外)、 斑紋なし、有機物あり、埴壌土、小円礫すこ

ぶる富む、粘着性弱、可塑性弱、小根あり、半湿

36～ 70 cIIl(D

No 150 酸性型暗赤色土

地点 :静岡県浜松市県立森林公園

緯度 :34.85125°   経度 : 137.789278°

記 載 日 :2006/08ノ02、  天 候 :曇

調査者 :大倉、戸上、松本、山本、調査の状態 :通常断面記載

母岩 :区分 未固結堆積物、種類 礫

地形 :上位堆積段丘緩斜面上部、標高 :175m

土地利用 :林地、植生 :シダ、マツ、排水状態 :良好、露岩 :多い

‐2～…lcm(OD
…1～ O cm(Oe+a)

0～ 5 cm KAl、 平坦明瞭、5YR3/2(野外)、 有機物含む、埴壌土、砂岩 (円 )、 片岩 (亜角)月ヽ
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礫富む、屑粒状構造、粘着性弱、可塑性弱、細根富む及び中根含む、半湿、堅密度 12

5～ 10 cm lAB)、 平坦明瞭、5YR4/4(野外 )、 有機物あり、壌土、円、亜角小礫富む、屑粒状

構造、粘着性弱、可塑性弱、細根含む及び中根含む、半湿、堅密度 14

10～ 17 cm(BC)、 い■3/6(野外 )、 有機物あり、埴壌土、円中礫すこぶる富む、半湿

17～ 50 cm(D

No 151 レキ質台地黄色土

地点 :静岡県浜松市宮 口林業試験場

緯度 :34.819472°    経度 : 137.755389°

記載 日 :2006/08/02、  天候 :日青

調査者 :大倉、戸上、松本、山本、調査の状態 :通常断面記載

母岩 :区分 未固結堆積物、種類 礫、標高 :68m
土地利用 :林地、排水状態 :良好

露岩 :含む
‐1.5～ O cm(Oa)

0～ 5 cm(D、 波状明瞭、7 5YR3/3(野 外 )、 有機物富む、埴壌土、円小礫含む、屑粒状構造及
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び弱度の亜角塊状構造、粘着性弱、可塑性弱、小根含む及び中根あり、半湿、堅密度 15

5～ 21 cm(Bwl)、 平坦明瞭、7.5YR5/8(野 外)、 有機物あり、埴壌土、円中礫富む、弱度の亜

角塊状構造、粘着性弱、可塑性弱、小根含む、半湿、堅密度 15

21～ 41 cm(Bw2)、 平坦明瞭、7 5YR4/6(野 外)、 有機物あり、軽埴上、円中礫富む、弱度の

亜角塊状構造、粘着性弱、可塑性中、小根あり、半湿、堅密度 12

41～ 81 cm(BC)、 7.nm4/6(野 外)、 有機物あり、軽埴土、円大礫すこぶる富む、粘着性弱、

可塑性中、小根あり、半湿、堅密度 17

No 152 典型普通未熟低地土

地点 :静岡県浜松市上中瀬

緯度 :34.823111°    経度 : 137.815417°

記載日 :2006/08/03、 天候 :晴

調査者 :大倉、戸上、松本、山本、調査の状態 :通常断面記載

母岩 :区分 未固結堆積物、種類 砂、堆積様式 :運積成 水成 河成 氾濫原成

地形 :低地 氾濫平野 平坦面上部、標高 :32m

土地利用 :畑地、耕作歴 (昨年 1回 )、 地目 :普通畑

排水状態 :良好、露岩 :非常に少ない

0～ 16 cm KAp)、 波状明瞭、2.5Y4/3(野 外)、 斑紋なし、有機物含む、壌質砂土、弱度の小亜角

塊状構造、粘着性弱、可塑性弱、小根含む、半湿、堅密度 16、 備考 :黒雲母有

16～ 43 cm(Cl)、 平坦明瞭、2.5Y4/3(野 外)、 斑紋なし、有機物あり、壌質砂土、壁状構造、

粘着性弱、可塑性弱、小根あり、半湿、堅密度 13、 備考 :黒曇母有

43～ 63 cm(C2)、 波状明瞭、2.5Y4/3(野 外)、 斑紋なし、有機物あり、壌質砂上、壁状構造、

―-35-―



治拡中
止中瀬

インベントリー 第 6号  (2007)

粘着性弱、可塑性弱、根なし、半湿、堅密度 13、 備考 :黒曇母有

63～ 92 cm(C3)、 波状明瞭、10YR4/3(野外)、 斑紋なし、有機物あり、砂壌土、壁状構造、粘

着性弱、可塑性弱、根なし、半湿、堅密度 18、 備考 :黒曇母含む

92～ 112 cm(Rl、 円中礫 (泥岩)あ り

No 154 褐色低地土

地点 :茨城県水戸市国井町

緯度 :36.427361°    経度 : 140.428472°

記載日 :2006/11/27、 天候 :雨/曇

調査者 :戸上、森、調査の状態 :通常断面記載

母岩 :区分 未固結堆積物、種類 砂、堆積様式 :運積成 水成 河成 氾濫原成、母材備考 :

那珂川下流沖積堆積物

地形 :低地 氾濫平野 平坦面下部、標高 :3m、 傾斜 :平坦
土地利用 :畑地、耕作放棄 1年、地目 :普通畑

有効土層 :100cm、 作土深:23cm

植生 :セイタカアワダチソゥ

排水状態 :良好、露岩 :な し

備考 :耕作放棄畑

0～ 10 cm、 平坦明瞭、2.5Y3/3(野 外)、 埴壌土、弱度の中亜角塊状構造、細根含む及び大根富

む、半湿、堅密度 8
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10～ 23 cm、 平坦明瞭、2.5Y4/3(野 外)、 埴壌土、中度の中亜角塊状構造、細根あり及び小根

あり、半湿、堅密度 14

23～ 48 cm、 平坦明瞭、2.5Y4/3(野 外)、 埴壌土、弱度の中亜角塊状構造、細根まれにあり及

び小根まれにあり、半湿、堅密度 8

48～ 69 cm、 平坦明瞭、2.5Y4/4(野 外)、 砂質埴壌土、単粒状構造、小根まれにあり、半湿、

堅密度 5

69～ 84 cm、 平坦明瞭、5Y4/2(野外)、 砂質埴壌土、単粒状構造、半湿、堅密度 8

84～ 107 cm、 2.5Y4/3(野 外)、 膜状斑紋すこぶる富む及び管状 7.5YR4/4斑紋あり、結核、砂

質埴壌土、弱度の小亜角塊状構造、半湿、堅密度 7

問い合わせ先

農業環境インベントリーセンター 中井 信
電話 :029… 838… 8353,E‐m」l i nak」 mk@affrC gOJp
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研1究標本館

農業環境技術研究所・標本シリーズ3:中島秀雄コレクション
NIAES Collcction Scrics 3:Hidco Nakaima Collcction

吉松慎一
沐
・中谷至伸

*・

安田耕司
料

Shin― ichi Yoshimatsuラ Yukinobu Nakatani and Kai Yasuda

はじめに

農業環境技術研究所の昆虫標本館には,既に 「インベントリー No lっ No.3っ No.4っ No 5」 に

おいて紹介したように多くの寄贈コレクションが所蔵されている。

今回は,標本シリーズ 3と して最近寄贈された中島秀雄コレクション (図 1,2)について紹

介する。

中島秀雄博士の研究略歴

中島氏は,長年に渡 り,横浜市の中高一貫校で教鞭を執 られるかたわら, 日本産フユシャク

ガ類 (鱗翅 目,シ ャクガ科)の分類学的,生態学的研究に取 り組まれ,1997年 に博士号を取

得 された。昆虫関連の研究を専門の仕事 とはしないいわゆるアマチュア研究者の一人ではある

が,ガ類の分類や生態に造詣が深 く,こ れまでプロ顔負けの研究を継続 されてきている。

特にご専門とされるグループは,幼 虫が 「尺取 り虫Jと して一般にもよく知 られているシャ

クガ類である。中でも,博士論文のテーマであるフユシャクガは漢字では 「冬尺蛾」 と書き ,

冬期にだけ成虫が出現する昆虫の中では非常に珍 しい生態を持つグループである。フユシャク

ガ類の雌成虫は翅が退化 して飛翔できないため,有翅の雄が交尾に来るのを樹上で じっと待っ

ている。そのようなことから,明 かりで成虫を集める灯火採集では雌成虫を採集することはで

きない。研究開始当初は,雌成虫は未発見の種も多く, さらに翅の欠けたグループでは雌のみ
では同定ができず ,交尾ベアを採集 し,同 じ種の雌 と雄の対応をつける必要があつた。そこで ,

中島氏は夜間にランプを持って 1本 1本の樹木を上から下まで見て雌および交尾ペアを探 して

採集するとい う新たな採集法を考えた。 この方法により,雌および交尾ペアの採集が可能にな

り, 日周行動や配偶行動について調査するとともに未発見の雌成虫を明らかにし,新種の記載

も含めた分類学的研究を実施 してこられた。

コレクションの特徴

平成 11年以降,数度に分けて現在までに合計約 28,200点が寄贈 された。 これまでに寄贈 さ

れたのはご本人が研究中のフユシャクガ類を除くガ類成虫標本の一部であるが,成虫標本以外
にも,シャクガ科の幼虫や蛹のアルコール液浸標本も今後寄贈いただく予定である。
日本産の標本は科別に整理 され,種まで同定 されているものが多い。高山帯の蛾が多いのが

特徴で,北・中央・南アルプス,飯豊山,富士山,箱根などの標本は産地毎に分けて別に保管
されている。 日本産の標本ではこれ ら以外に,ご 自宅がある 「横浜市鶴見の蛾」 とご本人も調

*農
業環境イ ンベ ン トリーセ ンター ,恐農業環境イ ンベ ン トリーセ ン

Natural Resources lnventory Center,Natural Resources lnventory Center

イ ンベ ン トリー ,第 6号 ,p38-39(2007)
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研究標本館 :農業環境技術研究所 。標本シリーズ 3:中島秀雄コレクション

査された 「小笠原諸島の蛾」がある。

高山帯の生物は今後の気候変動により

個体数の減少 。絶滅の可能性も指摘さ

れている貴重なものである。また,海

洋島で固有種率が高く,生物多様性の

ホットスポットのひとつである小笠原

諸島の標本も,外来生物の影響で生態

系の変化が懸念される状況にあつて極

めて貴重な資料であると言える。

海外産の標本 としては,台湾とネパ

ールのものがこれまで寄贈されている。

同定ラベルが付いたものが多いが,属
レベルまでの同定に留まつているもの

も結構多い。ここには,おそらく未記

図1中島秀雄コレクション :海外のシャクガ類

載種なども多く含まれているものと想定される

問い合わせ先

農業環境インベントリーセンター 吉松慎一
電話 :029… 838…8348,FAX:029… 838… 8354,E‐m証 :yosimatu@niaes attc gojp
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麟朦本館

微生物標本館への 2006年度標本追加

Additional Specimens to the Microorganism Museum in 2006

小板橋基夫
*。

吉田重信
*・
封馬誠也

=

Motoo Koitabashi,Shigcnobu Yoshida and Seiya Tsushilna

l.微生物標本館とは
ある微生物に新しい分類群 (新種や新変種)の学名をつけて発表する際には、菌類においては

国際植物命名規約、細菌においては国際細菌命名規約に従つて命名する必要がある。例えば国

際植物命名規約においては、その学名の証拠となるただ一つの標本 (タ イプ標本)を指定し、

公共の標本館に永久に保存することが求められている。農業環境技術研究所、農業環境インベ

ントリーセンターに所属する微生物標本館には、多くの研究者から寄託された微生物タイプ標

本に NIAES番号を付けて保管されている。さらに、1880年代から現在に至るまで約 120年間

にわたり寄贈・採集された微生物乾燥標本、微生物乾燥さく葉標本等約 6000点 を、標本室内

で安定的に保管している。また、農林水産省微生物ジーンバンク事業の一環として、細菌およ

び糸状菌の凍結乾燥アンプル、凍結チューブ、継代培養試験管など合わせて約 4000点 を低温

室において保存している。その収集は現在も続いており、2006年 8月 30日 にはツクシシャク

ナゲやヤクシマシャクナゲにもち病菌類が寄生した状態の植物のさく葉標本など 39点を追加

した。

2.微生物さく葉標本
当標本館では基準標本の他に約 6000点 の微生物乾燥標本を保管しており、2006年に寄託さ

れた標本も同様に保存した (図 1)。 また、現在も独自にも標本の収集を行っており、2006年

度は長野県上田市菅平高原でブナ科、カエデ科などの木本類に寄生するうどんこ病菌の収集を

図 1 ルの′s〃ノ″ ″ が寄生した植物のさく葉標本の保存状況
(寄主植物 左 :ツ クシシヤクナゲ 右 :ヤクシマシャクナゲ )

生物生態機能研究領域

Environmentd BlofLInCtion Division

インベン トリー,第 6号 ,p40-41(2007)
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研究標本館 :微生物標本館への 2006年度標本追加

行い、押し葉として乾燥した状態で保管した。作成された標本は、吸湿紙に包んで感染植物あ

るいは微生物の分類ごとに標本庫の中に体系的に整理・保管されている。これらの標本の中に

は、1880年代の Lagerhcim氏 や Sydow氏 に始まる日本植物病理学の黎明期を示す貴重な寄贈

コレクションも含まれており、広く一般に利用可能にするために 2005年度に Wcb上で公開し

た。さらに 2006年度にはポス トグレ SQLな ど用いた高速検索システムを構築し、公開 10ヶ

月で約 600回のアクセスがカウントされた。

3.追加標本の詳細
追加 された標本は、2002年 4月 から 2005年 9月 までの間に長尾英幸氏や原田幸雄氏らに

より採集された。その詳細は表 1に示したが、すべて木本植物に病原菌が寄生した状態の植物

である。その採集場所は青森県から鹿児島県まで日本各地にわたつている。採集された病原菌

は主にツツジ科植物のもち病菌類であるが、それ以外の標本番号 NIAES20560の スタジイて

んぐ巣病菌のタイプ標本やヤマボウシうどんこ病菌等の標本も含まれている。

表 1 追加さく葉標本の詳細情報
標本番号  病原菌学名 寄主植物 採集者 採集日  採集地

1471001  E、 οろα南訪″
“
sp

1471002["み いア́″
“
g7α″ル (Shi誼 )Syd d P S輝  サザンカ

1471OO3 Etobnstdttnt sP

1471OO4 Erobasttltwn sp

1471OO5 lixohtr.siditutt sP

1471006 Exobastthtnt sP

1471OO7 Errtbu.stltunt sP

1471OOB Erobasicliun graczla (Shirai) S1d. et P. S1d. tt>h

ヒラ ドツツジ       長尾英幸         2002428 茨城県筑波郡谷和原村絹の台

長尾英幸        2002128 茨城県筑波郡谷和原村絹の台

ヤマツツジ        長尾英幸        2002429 茨城県新治郡八郷町

ヤマツツジ        長尾英幸        2002429 茨城県新治郡八郷町

キンシベ 長尾英幸        2002129 茨城県つくば市天久保筑波大見本園

トウツツジ        長尾英幸        2002429 茨城県つくば市天久保筑波大見本国

ヨウラクツツジ      長尾英幸        2002.129 茨城県つ くば市天久保筑波大見本国

長尾英幸         20025 1 茨城県つ くば市観音台GB2

長尾英幸         20025 6 茨城県つくば市―の矢八坂神社1471009 Eκ οみαゞ′訪″″ sp

1471010 Evο ろαドガ′″″,sp

147101l  E、 οろαゞ′ι方″711 sp

1471012  E、 οれパ′訪,7771 Sp

1471013 ■itοみαs,枡″′″sp

1471014  /Ⅲ οらαs,´″121 sp

1471015 どχOわ″,訪″″7 sp

1471016  ノキοらas′訪″″ sp

1471017 Ev`力 αs′訪″′″ sp

1471018 月ヽ ″みαs′訪″″,sp

1471019 Evο わιパ′許″771 Sp

1471020 ノiοらαs′訪″″ sp

1471021  ブ士υらαs′訪″″?sp

1471022  プ士οわαs′沸″″2 sp

1471023 E、 οみ′s,あ″″,sp

1471024 ノキοわ″■訪″″,sp

1471025  Eヽ οみαs,ノ″″″ sP

1471026 Fヽ οみ″,ノ′′
`71・

sP

1471027 だヽ οらαド′訪″″,sp

1471028 3,0ろ αド′訪7`′η sp

1471029 だ、0ろαs′ 1/17ι′″Sp

1471030 J、 οらαs′訪″″,sp

1471031 fヽ 0ろ′s′訪″″,sp

1471032 Jvο み́ ,′訪″′″sp

1471033 Eヽ て,あぃ ,ノ′″7,,sP

1471034 [、 οわα■
`′

′″7″ Sp

1471035 E、 οみαs′●/7″′″sp

1471036 圧Yοわαs,許″″?sp

ど7,,s″ 力ご′ノごんだ′ (C00kC&Pcck)
06-P-1  【「 Braun&S Takamatsu

だりなψttο Sa″ g,た″′(CookC&PCCk)
06-P-2  1J Braun&S Takanatsu

サツキ

7 i:.zt\

クロフネツツジ      吉田泰
ムラサキヤシオツツジ   畠山聡

安藤洋子        20026 9 宮城県志田郡鹿島台町

原田幸雄        20026 9 青森県黒石市黒森山

カンツバキ        長尾英幸         20025 6 茨城県つくば市天久保筑波実験植物園

キシツツジ        長尾英幸        20023 6 茨城県つくば市天久保筑波実験植物園

ヤマツツジ        長尾英幸        20025 6 茨城県つくば市天久保筑波実験植物園

キンクジヤク        長尾英幸        2002521 茨城県つくば市天久保筑波大見本国

トウツツジ        長尾英幸        2002524 茨城県つ くば市天久保筑波大見本国

チョウセンヤマツツジ   長尾英幸        2002524 茨城県つ くば市天久保筑波大見本国

ヤマツツジ        長尾英幸         2002524 茨城県つくば市天久保筑波大見本国

クルメツツジ       長尾英幸        2002519 茨城県筑波郡谷和原村絹の台

カンツバキ        安藤洋子        20021 9 宮城県志田郡鹿島台町

ヤマツツジ        原田幸雄        20026 9 青森県黒石市黒森山

ウスノキ 原田幸雄        2002616 青森県弘前市座頭石

アクシバ・ウスノキ     原田幸雄        2002616 青森県弘前市座頭石

ムラサキヤシオツツジ   原田幸雄        2002615 青森県中津軽郡西目屋村暗門沢

スノキ類 原田幸雄        2002615 青森県中津軽郡西日屋村暗門沢

2002623 岩手県盛岡市・岩手大学附属植物園
2002622 青森県下北郡大畑町奥薬研・ヒバ林内

ウラジ回ヨウラク      原田幸雄        2005615 青森県中津軽郡西日屋村大川林道

ヤマツツジ        原田幸雄        2005615 青森県中津軽郡西日屋村大川林道

ヤマツツジ        原田幸雄        2005616 青森県中津軽郡西日屋村大川林道

アクシバ 原田幸雄        2005616 青森県中津軽郡西日屋村大川林道

ハナヒリノキ       原田幸雄        2005616 青森県中津軽郡西目屋村大川林道

ヤクシマシャクナゲ     長尾英幸・黒木秀-   2005T20 鹿児島県屋久島
ヤクシマシャクナゲ     長尾英幸・黒木秀-   2005720 鹿児島県屋久島
ツクシシヤクナゲ     長尾英幸 黒木秀-   2005722 大分県黒岳
ミヤマキ リシマ      長尾英幸・黒木秀-   2005722 大分県黒岳
スダジイ 周藤靖雄        200352F 島根県松江市西川津町

ヤマボウシ        小板橋基夫       2005929 長野県小県郡真田町

ツルウメモドキ      小板橋基夫       2005929 長野県小県郡真田町

問い合わせ先

生物生態機能研究領域 小板橋基夫
電話 :029… 838… 8355,E―mail:kdta@affrC.gojp
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Web公開情報 (2007年 3月 31日現在)

名  称 L「RL 備  考

土壌モノリスデータベー

ス

土壌モノリス作成法改訂

版

土壌保全調査事業等優良

成果

土性図目録

農耕地土壌分類 (第二次

改訂版 )

農耕地土壌分類 (第二次

改訂版)英語版

http : //www.niaes. affrc. go j p/inventry/soil/monolith/index.htm

http . //www. ni ae s. affrc . go j p/inventry/soi I /
Document/method.pdf

http : //www.niaes. affrc. go jplinventry/soil/

TEITENsokuho/index.html

http : //www.ni aes. affrc. go.jplinventry/soil/Document/

Fesca.pdf

http . //www. ni ae s . affrc . go .j p/inventry/s o ll I lab or atory I
Informations.html

http : i/www.niaes. affrc. go jplinventry/soillDocument/

Classification.pdf

一部公開

一般公開

一般公開

一般公開

一般公開

一般公開

農環研標本館所蔵タイプ

標本データベース

三橋ノー ト画像データベ

ース

日本産オオアブラムシ属

のチェックリス ト及び種

の検索表

日本産 ヒョウタンカスミ

カメ族の図説検索

マメハモグリバエ寄生蜂

の図解検索

http : //www.niaes. affrc. go jplinventry/insect/inssys/typelst.htm

http : //www. ni ae s. affrc . go .j p/inventry/in s e ctlin s sy s/

m_note01 .html

http : /iwww. niaes. affrc. go jplinventry/insect/key_cinara/main.ht

m

http : /iwww.niaes. affrc. go jplinventry/insectiillust_keys/

pilophorini/keylilophoriniO 1 .html

http : //c s e. cryo. affrc. go j p/koni shiim ain. htm

一部公開

一部公開

一般公開

一般公開

一般公開

微生物イ ンベ ン

(777たrOFo″εθ)

農業環境技術研究所所蔵

微生物 さく葉標本 目録

http : //www.niaes. affrc. go jplinventry/microorg/index.html

http : //www.niaes. affrc. go jplinventry/microorg/specimen/

index.html

一般公開

一般公開
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付録 :Wcb公開情報

名  称 URL 備  考

日本野生植物寄生・共生

菌類 目録 (日 本語版 )

同 (英語版 )

日本産糸状菌類図鑑 (日

本語版 )

同 (英語版 )

http : //www. ni ae s . affrc . g o .j p hnv entry lmi cro or g/m okuroku/

mokuroku.html

http ://www.niaes. affrc. go.jplinventry/microorg/eng/

mokuroku-e.html

http : //www.niaes. affrc. go.j p/inventry/micro org/mokuroku/

zukan.html

http : //www. niaes. affrc. go.jp/inventry/microorg/en gl ztkan- e .ht

ml

一般公開

一般公開

一般公開

一般公開

農業環境用語事典

農業環境モニタリングマ

ニュアル

植物の金属元素含量に関

するデータ集録

http : //www. niaes. affrc. go jp/inventry/center/glossary/index. html

http : i/www.niaes. affrc. go.j p/inventry/center/mmarnall

index.html

http : //www . ni ae s . af frc . go .j p hnv entry I c enter/hv y metal I

index.html

一般公開

一般公開

一般公開

―-43-―



NRICセ ミナー講演要旨

第 1回  5月 17日
1)土壌資源情報システム

Soil Resources lnfomation System

中井 信

インターネ ットで、土壌図を地形図上に重ねて表示 し、全国土壌調査の統計情報を表示でき

るシステムを前中期計画中に作成 した。このシステムには、新たなデータの入力機能ももつて

お り、全国調査におけるデータの迅速確実な収集をすることができる。 さらに、農耕地土壌分

類第 3次改訂版による土壌分類プログラムも利用でき、正確な断面記載 と理化学性分析値があ

れば、土壌分類も可能である。

2)農業統計メッシュデータを用いた窒素負荷量の推定
Estilnation of Nitrogen 10ad using Agricultural Census]ν lesh]Data

神山 和貝J
農業センサスデータと国土数値情報を利用 して農業統計をメッシュ化する手法を開発 した。

このメッシュデータを利用 して農業、特に畜産に由来する窒素負荷量をlkmメ ッシュ単位で推

定するとともに集水域単位に集計 し、河川水のN濃度 と比較 した。

第 2回  6月 21日
1)国際 リン酸集会参加報告および有機農業ほ場の調査結果
Report of lnternational Phosphatc COnfercnce and the Rcsult of Soil Sun″ ey in C)rganic Upland

Fal‐ lll

三島 慎一郎

ブラジル・ ウベルランジアで行われた国際 リン酸集会での発表のハイライ トとエクスカーシ

ョンツアー +α について報告する。また、今年度行 う予定の鯉淵学園有機農業ほ場に関する
研究の第一段階としての土壌調査の結果を報告する。

2)ヤマノイモコガ類 (チ ョウロ,ア トヒゲコガ科)の分類と食性について
Host plants Of sOme Acrolepiopsis species(Lepidoptcra,Acrolepiidae)

安田 耕司

ヤマノイモコガは従来より「ナガイモ」の害虫とされていたが、ヤマノイモコガ と思われて

いた種は実際には別種であり、ヤマノイモコガがナガイモに寄生することを示す明かな証拠は

見つかつていない。そこで、野生ヤマノイモ類での寄生状況を調査 したので、その結果 と近縁

種ヤマノモコガムカゴコガとの関係について紹介する。
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付録 :NRICセ ミナー講演要旨

第 3回 7月 19日

1)戦略的環境影響評価 (SEA)に 農業環境指標をどう入れ込むか
Agri― Environmental lndicators alld Strategic Environmental Assessmcnt [SEA]

大倉 利明
本年 5月 22日 から27日 まで、ノルウェー国スタバンガーにて開催された、第 26回国際影響評価

学会への参加報告と、諸外国・機関の SEA、 その中でも農業関連への取り組みについて、農業環境

指標の策定および利活用の観点から報告する。

2)水 田における農薬の動態予測モデルを活用し、環境リスク指標の策定を図る
Simulation modcl for predicting pcsticide beh〔 Ⅳior in pad(サ rice environment alld environmcntal

risk indicator fOr pesticidc use

稲生 圭哉
これまでに開発した水田における農薬の動態予測モデル (PADDY)を紹介し、本モデルを活用し

た農薬使用に伴う環境リスク(魚類、甲殻類および藻類などの水生生物に対する影響)指標の策定に

向けた取り組みを紹介する。

第 4回  9月 20日
1)カ スミカメムシと分類学的新知見

Introduction of Mirid Bugs alld its Taxononlic Topics

中谷 圭哉

カスミカメムシ類には斑点米を引き起こすなど、重要な農業害虫がいる一方で、ウンカの天

敵など捕食性のものもいるなど、多様な種で構成されるグループである。半翅目におけるカス

ミカメムシ科の位置や形態的特徴、ならびに近年得られた分類学的な新知見について紹介する。

2)イ ンベントリーシステムのプロトタイプ

Protoサpe lnfOmation System for Natural Resources lnvcntow

上田 義治
農業環境に係わる異なる分野の情報を、地理情報システム(GIS)を共通の基盤として、情報の高度

利用に役立てるためのインベントリーシステムの開発を目指している。土壌・昆虫・微生物の標本情報

を対象として開発してきたプロトタイプの紹介と今後の課題について発表する。

第 5回  10月 18日

1)ア ジア産ヤガ科の系統分類学的研究の現状と問題

Thc Present Situation of the Systematic Studies of Asian]ゞ uctuid]MIoths alld Problems

吉松 慎一

日本産のヤガ科は現在約 1,300種が知 られてお り,最も多くの種を含む科である。世界のヤ

ガ科 としては,Poolc(1989)の Lcpidopteromm Catalogus,Noctuidacに は約 38,000種 (亜種 とシノ

ニムを含む)が 掲載 されてお り,Lepidopteromm Catalogusシ リーズ全体のおよそ 40%の分量
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であるという。このカタログの後,多数の新種が書かれ,ま た新しい分類学的知見がもたらさ

れているが,ア ジアにおいては調査が十分な地域と不十分な地域には大きな偏 りがある。セミ

ナーではアジアのヤガの分類の現状を紹介するとともに問題点や今後の研究課題などについて

も考えてみる。

第 6回  11月 15日
1)牛 久沼流域における広域土壌侵食量推定法の開発
Development of Detennination]ν lcthod for Soil Erosion in Ushiku-lake Watershed

谷山 一郎
土壌侵食量の定量は、枠内の畑面 と流出土砂を溜める貯留タンクから構成 される傾斜ライシ

メータを使用 して行われるが、面積は 30m2程度で、ほ場の実態を反映 しているとは言い難い。

そこで、牛久沼を貯留タンクに見立てて、流域の土壌侵食量を推定する方法の開発を試みた。

牛久沼底質の堆積速度は 137cs放射能濃度から、侵食量の土地利用別割合はダイオキシン類組

成を用いたエン ドメンバーズ法から推定 した。その結果、牛久沼流域では学園都市造成に伴 う

大量の土壌侵食が発生 したことが示唆 された。

2)土壌生成過程における元素の動態
Bchavior of Elements in PcdOgenic PrOcesses

戸上 和樹
土壌は、地表の様々な環境の組み合わせの下で土壌の材料 となる母材から生成 し、それに伴

い土壌中に存在する元素も移動集積する。そこで、一連の地形連鎖系にある段丘土壌における

元素分布 と土壌生成作用 との関連について報告する。

第 7回  12月 5日

1)ザ ンビアの土壌 と研究体制
Chttacteristics of Zalllbiall Soil alld National Soil Survey Activity

Benson D Sokotela (Zambia Agriculture Resettch lnstitiutc)

Introducing some uniquc characteristics of sOils in Zambia and constraints in agriculture use.

Recent research suggetsted the occurencc of sulpher dericiency Strongly dependent on the maOr soil

fornling factOrs,ie parcnt inatcrial and prccipitation.The speaker also introduce tlle soil sul■ 7ey and soil

resources invcntory activiサ at Zambia.
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鷺難1録

研修会 :土壌調査法現地研修会

共 催
日 時

場 所

参加者

日 程
8月 17日 (1日 目)

13:00豊橋駅集合・出発

バス車内説明 豊橋管内の農業       半田主任専門員 (東三河農林水産事務所 )
13:45～ 15:00 土壌調査法 :東赤沢町 (赤色土)中 井 信 。大倉利明 (農業環境技術研究所 )
15:00～ 15:30 移動・万場調整池見学

15:30～ 17:00 土壌調査法 :大崎町 (灰色台地上)中井 信 。大倉利明 (農業環境技術研究所 )
17:20 ホテル着

農業環境技術研究所、土壌保全調査事業全国協議会、 (財)日 本土壌協会

平成 18年度 8月 17日 (木 )～ 18日 (金 )

愛知県豊橋市

54名 (大学 1名 、独法 3名 、31都道府県農業試験場 48名 、土壌協会 2名 )

8月 18日 (2日 目)

会場/ホテル日航豊橋 。桃の間
「野菜産地における根圏環境と土壌調査法 J

9:00～ 9:05 あいさつ

9:05～ 9:10 あいさつ

9:10～ 10:10 赤黄色土の生成起源

10:10～ 10:20 休憩

10:20～ 11:05 鉱質畑土壌の改良と栽培技術

11:05～ 12120 土壌環境と作物根の発育と機能

12:20～ 12:30 まとめ

日高 伸 (土壌保全調査事業全国協議会長 )
猪股敏郎 (日 本土壌協会専務理事 )

中井 信 (農業環境技術研究所上席研究員 )

木下忠孝 (愛知農総試東三河農業研究所長 )

山内 章 (名 古屋大学生命農学研究科教授 )

土壌調査法の現地研修
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付■録

研究成果の発表

(1)査読論文

表  題 著  者 発表誌名

(出版元 )

巻

(号 )

頁 発行

年月

奄美群島で発生が確認 された

マンゴーの害虫

安田耕司 九州病害虫研究

会報

つ
乙

６０
［
　

６５

2006

10

農林有害動物・昆虫名鑑 ―増

補改訂版

安田耕司・平井一男・

松井正春・宮崎昌久・

吉松慎一・中谷至伸

農林有害動物・

昆虫名鑑 ―増補

改訂版

1…

387

2006

6

わが国の食飼料システムにお

ける 1980年代以降の窒素動

態の変遷

織田健次郎 日本土壌肥料学

△ 士

77

(5)

517-

524

2006.

10

わが国の食飼料供給に伴 う窒

素の動態に基づ く環境負荷発

生構造の解析

織田健次郎 日本土壌肥料学

会誌

７７

０

627‐

634

2006

12

家畜発、ん尿の処理物別、仕向

先別の肥料成分量の推定

神 山和則 日本土壌肥料学

雑誌

77

(3)

283…

291

2006

6

Fungivory of Anatatha lignea, an

interesting habit in Noctuidae

(Lepidoptera)

Shin― ichi Yoshilnatsu Entomological

Science

９

　

３

319…

325

2006.

9

日本産 ボ ク トウガ科 Cossus

属 3種の生態

吉松慎一 森林防疫 56

(1)

５
［
　

９

2007.

1

家畜ふん堆肥 と化学肥料を併

用 したキャベツ栽培試験圃場

における硝酸態窒素の現存量

評価

大倉利明・戸上和樹・

神山和則・中井 信
群馬県農業技術

センター研究報

告

4 ３
．
　

４

2007.

3

Recent trends in N and P:O: use

and balance on Japanese farm-

land

Shinichiro Mishima,

Satoru Taniguchi,

Mitsuo Komada

Soil Science and

Plant Nutrition

52

(4)

556…

563

2006

8

The minute pirate-bug genus

Xylocoris Dufour (Hemiptera:

Heteroptera: Anthocoridae)

from rice mills in Thailand

Yukinobu Nakatani Proceedings of

the Entomological

Society of

Washington

108

(3)

525…

533

2006

6
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付録 :研究成果の発表

(2)その他の論文等

表  題 著  者 表誌名

(出版元 )

巻

(号 )

頁 発行

年月

土壌侵食 谷山一郎 土壌を愛し,土

壌を守る 一日本

の土壌,ペ ドロ

ジー学会 50年

の集大成 ―

359-

364

2007.

3

農業環境インベン トリー研究

の次のステ ップ

谷山一郎 インベン トリー 1 2006

8

農業環境インベ ン トリー展示

館

谷山一郎 インベン トリー ３８
．
　

３９

2006

8

土壌環境基礎調査データを基

に玄米中のカ ドミウム濃度 と

土壌理化学性 との関係解明

中井 信・戸上和樹 農耕地土壌のカ

ドミウムによる

農作物汚染 リス

ク予測技術の開

発に関する研究

成果集

２７
．
　

３０

2005

12

日本の代表的な土壌を一覧で

きる土壌モノリス館

中井 信 圃場 と土壌 38

(4)

16-

21

2006

4

農耕地土壌調査の現状と課題 中井 信 農業 1487 31…

42

2006.

11

土壌図と土壌情報 中井 信 土壌 を愛 し ,土

壌を守る 一日本

の上壌っペ ドロ

ジー学会 50年

の集大成 ―

372…

373

2007

3

土壌モノリスの収集 目録及び

データ集

中井 信・小原 洋

戸上和樹

農業環境技術研

究所資料

29 1-

118

2006.

3

研究の動向 中井 信・大倉利明
谷山一郎

平成 17年度土

壌保全対策事業

成績検討会資料

卜

　

７

2006

5

重金属汚染 リスクのゾーニン

グマ ップ作成マニュアル

中井 信・戸上和樹 インベン トリー 24-

25

2006.

8

土壌モノリス館 中井 信・大倉利明
戸上和樹

インベン トリー 40…

46

2006

8

赤黄色土の生成起源 中井  信 土壌調査法現地

研修会資料

39-

46

2006

8

インベン トリーシステムのプ

ロ トタイプ

上田義治・大倉利明・

中谷至伸・小板橋基夫

インベン トリー 20-

23

2006.

8
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表題 著者 発表誌名

(出版元 )

巻

(号 )

頁 発行

年月

昆虫文献 目録 「三橋 ノー ト」

の画像データベース

安田耕司・吉松慎一

中谷至伸・上田義治

インベン トリー ６
［
　

７

2006

8

処理形態 と仕向け先別にみた

家畜ふん尿 中の肥料成分量の

推定

神山和貝J 圃場 と土壌 38

(9)

２３
［
　

２８

2006.

9

パ ソコンで楽々ふん尿利用計

画 一環境に配慮 した酪農のた

めのふん尿利用計画支援 ソフ

ト 「AN脚 E2006」

神山和貝J 酪農ジャーナル 23-

25

2006

6

環境に配慮 したふん尿利用計

画をパ ソコンで ―意志決定支

援 ソフ ト「AplAFE2006J の

概要

神山和貝J 牧草 と園芸 54

(4)

卜

　

６

2006.

7

停滞水成土 ネ申山和貝」 土壌を愛 し,土

壌を守る 一日本

の土壌,ペ ドロ

ジー学会 50年

の集大成 ―

65…

67

2007.

3

大家畜生産におけるバイオマ

ス量推計モデル

ネ申山和貝J バイオマス利活

用システムの設

計 と評価

198-

204

2006

3

アマミノコメセダカヨトウ

5…6月 の記録 と斑紋変異

吉松慎一 蛾類通信 241 ２８５
¨
　

２８６

2006.

12

未知であつたスソミダレアツ

バ雄の形態

吉松慎一 蛾類通信 242 2007.

1

農業環境技術研究所・標本シ

リーズ 2:佐藤力夫コレクシ

ヨ ン

吉松慎一・安田耕司

中谷至伸

インベン トリー 47-

48

2006.

8

A soil inventory concept

bridging human society and

ecosystem

Toshiよ i(Эhkura 061AIA

Stavanger CD

Edition

2006

7

土壌・生物インベ ン トリー情

報の環境アセスメン トヘの活

用

大倉利明 環境アセスメン

ト学会 2006年

度研究発表会要

旨集

74¨

78

2006.

9
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付録 :研究成果の発表

表 題 著者 発表誌名

(出版元 )

巻

(号 )

頁 発行

年月

Characteristics and classification

of Andosols derived from Fuii

volcano.

Toshiaki Ohkura Proceedings-

International

Symposium on

volcanic ash soils

75-

80

2006.

3

インベ ン トリーシステムの現

状 と展望

大倉利明 インベン トリー ２
］

５

2006.

8

持続可能な生産と農業環境評

価

大倉利明 群馬県農業技術

センター環境セ

ミナー資料

一　

　

６

2006

7

土壌資源インベ ン トリーにつ

いて

大倉利明 北海道農業研究

センターセ ミナ

ー資料

一　

　

２

2006.

11

Soil Environment Toshiaki Ohkura 国際保健 コース

資料

1-

31

2006.

12

Agriculture and soils in South

East Asia

Toshi〔■【i Ohkura JICA集 団研 修

(土壌診断コー

ス)資料

1-

33

2006.

7

技術を基盤 とす る国際協力戦

略

大倉利明 講座 「地球市民

を目指すJ資料

¨
　

　

０

１

　

２

2006.

5

命を育む上の話 大倉利明 北東京生活クラ

ブ生協環境学習

会資料

一
　

　

８

2006.

6

環境保全型農業の推進方策 と

課題

大倉利明 群馬県農業技術

センター研究交

流会資料

2006.

3

Simulating the effect of field

management practices on

changes in soil organic carbon

pools using Coupled SWATi

Roth-C Model

Yasumi Yagasakr,

Toshiaki Ohkura

Makoto Nakai

International

Conference on

Dryland Studies

and Combating

Desertification

2006.

8

土壌調査法 大倉利明 土壌保全調査事

業現地研修会資

料

］

　

８

2006.

8

農薬の環境動態から「減農薬」

の意義を考える

稲生圭哉 群馬県農業技術

センター 環境
セ ミナー

¨
　

　

６

１
■
　

つ
´

2006.

7
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表題 著者 発表誌名

(出版元 )

巻

(号 )

頁 発行

年月

下水汚泥コンポス トの重金属

含有率の傾向 と利用における

問題点の評価

三島慎一郎 再生 と利用 ３４
［
　

３７

2006.

9

異なる農業生産構造を持つ二

つの集水域の河川水質と農業

由来の面源負荷の要因の関係

三島慎一郎 「瀬戸内海流域

か ら海洋への陸

域起源物質の不

均一・非定常な

流出機構の定量

的評価」講演会

資料

2007.

2

日本産ヒョウタンカスミカメ

属の Web図説検索表

中谷至伸 インベン トリー 26-

27

2006.

8

地形連鎖系にある土壌中の元

素分布

戸上和樹 所 議 報 告 5月

23 日

2006.

5

インベントリー 第 6号  (2007)

(3)口 頭発表

表  題 著  者 発表誌名

(出版元 )

巻

(号 )

頁 発 行

年月

農業 を巡 る環境の情報 を発信

す る

谷山一郎・上田義治 農業環境研究所

研究成果発表会

９

“ 0 0 6

３９
［
　

４６

2006

9

農業環境インベン トリーの社

会的活用

谷山一郎 日本土壌肥料学

会講演要旨集

つ
乙 204 2006

9

農耕地土壌特性の変動 一定点

調査 5巡 目までのとりまとめ

速報

中井 信 日本土壌肥料学

会講演講要集

つ
４ 109 2006

9

Web… GISを用いた農業環境資

源情報システム

上田義治 日本情報地質学

会シンポジウム

2006 - Web― CIIS

による公 開情報

活用 とその促進

環境 ―講演論文

集

１
［
　

２

つ

一
　

っ

″

2006.

12

環境に配慮 した酪農のための

ふ ん尿利 用計画支援 ソフ ト

ANIIAFE― その 1「AMIAFE

2006Jの 概要 と演算論理

神山和貝J 日本土壌肥料学

会講演要旨集

９

“ 136 2006

9
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表題 著者 発表誌名

(出版元 )

巻

(号 )

頁 発行

年月

環境に配慮 した酪農のための

ふ ん尿利用計画 支援 ソフ ト

畑 脚 E― その 2「 AMIIAFE

2006Jの 現地導入効果

神 山和貝」 日本土壌肥料学

会講演要旨集

つ
乙 136 2006.

9

群馬県片品村扇状地における

精密土壌図作成のための深層

土壌調査

大倉利明・戸上和樹・

神山和則・中井 信
一　
度

集

ジ

年

旨

口
　
６

要

ド

００

演

ｏへ
　
２

講

＋令
　
△
ム
　
△
ム

日

学

大

34 2006.

3

包括的土壌分類体系について 大倉利明・中井 信
戸上和樹・谷山一郎

日本土壌肥料学

会講演要旨集

52 109 2006

9

モデ リング 0シ ミュレーショ

ン手法による長期圃場試験に

おける土壌炭素濃度時系列変

動 の 予 測 ― Soil Water

Assessmcnt Tool(SWAT)へ の

RothC…26.3の 統合 とその性能

検証

矢ヶ崎泰海・大倉利明

中井 信
日本土壌肥料学

会講演要旨集

つ

´
2006.

9

Recent trend of phosphate use

and balance in Japan

Shinichiro Mishima,

Satoru Taniguchi,

Mitsuo Komada

3rd International

Symposium

Phosphaorus

Dynamics in

Soil-Plant

Continuum

176…

177

2006

5

都道府県・市町村単位での養

分収支を算出す るデータベー

スシステム

三島慎一郎 平成 18年度家

畜ふん尿処理利

用研究会 ―畜産

における環境影

響評価 とその利

活用 ―

95-

98

2006.

10

わが国の農耕地土壌への窒素

フローと環境負荷ポテンシャ

ル

三島慎一郎 日本土壌肥料学

会講演要旨集

つ

一 2006.

9

水田地帯と畜産地帯での余剰

養分の発生量と河川水質 J

三島慎一郎 日本生態学会 2007.

3

深層土壌調査による連用圃場

土壌の評価

戸上和樹・大倉利明

神山和則・中井 信

日本ペ ドロジー

学会講演要旨集

2006

3

段丘土壌における元素組成―

土壌生成過程の元素の動態

戸上和樹・中井 信 日本土壌肥料学

会講演要旨集

つ
４ 107 2006

9

付録 :研究成果の発表
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(4)データベース等

表  題 著 者 発表誌名

(出版元 )

巻

(号 )

頁 発行

年月

J―SWAT(シ ミュレーシ ョン
ソフ トウェア)

矢ヶ崎泰海・大倉利明

中井 信
2006

8

養分収支に基づく土壌への有

機物投入評価 とその手法

三島慎一郎 食品循環資源最

適利用マニュア

ル

351

355

2006.

7

土壌環境調査法 中井 信 水環境保全ため

の環境モニタ リ

ングマニュアル

改訂版

37…

43

2006.

3

土壌断面調査法 中井 信 水環境保全ため

の環境モニタリ

ングマニュアル

改訂版

４４
［
　

４９

2006.

3

土地利用現況調査法 神山和貝J 水環境保全ため

の環境モニタ リ

ングマニュアル

改訂版

57-

62

2006.

3

農業活動状況 と農業資材投入

量調査

三島慎一郎 水環境保全ため

の環境モニタリ

ングマニュアル

改訂版

57-

62

2006.

3

農地養分収支調査法 三島慎一郎 水環境保全ため

の環境モニタリ

ングマニュアル

改訂版

５７
．
　

６２

2006.

3

集水域における作 目別養分収

支調査例

三島慎一郎 水環境保全ため

の環境モニタ リ

ングマニュアル

改訂版

５７
【
　

６２

2006.

3
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1)国外での研究交流等

研究協力・交流

氏 名 出張国 活動内容 期  間

三島慎一郎

大倉利明

ブラジル (ウベルラン

ディア)

ノルウェー (ス タバン

ゲル)

第 3回 リン酸動態に関する国際シン

ポジゥムに出席

第26回 国際影響評価学会に会議に出

席

18. 5.12´^V21

18. 5.22′―V27

(2)国際研究協力

氏  名 所  属 研究課題 期  間

Benson D.

Sokotela

Zambia Agriculture

Research Institiute

ザンビアの土壌分類 と土壌肥沃度管

理

18. 12. 4～ 5

(3)依頼研究員

氏  名 所  属 研究課題 期  間

玉嶋勝範 大分県農林水産研究セン

ター

チョウロ、カメムシロ等の害虫およ

び土着天敵の分類・同定法

9.25-

12.

(4)技術講習生

氏  名 所  属 研究課題 期  間

住田正雄

上田智子

大森誉紀

神戸植物防疫所

埼玉県農林総合研究セン

ター園芸研究所

愛媛県農業試験場

ハマキガ科ほか小蛾類の同定識別技

術の習得

野菜類に寄生するアザ ミウマ類の同

定法の習得

愛媛県デジタル土壌図を活用 した主

題図作成

1018

19

3′
―Ψ

ll. 2

20-

19. 3.30

3′～9

(5)講師派遣等
氏  名 講師派遣の内容 依頼者 期  間

中井 信
大倉利明

大倉利明

大倉利明

大倉利明

大倉利明

土壌調査法現地研修会講師

群馬県農業技術センター環境セ

ミナー

北海道農業研究センターセ ミナ

国際保健 コース資料

」ICA集団研修 (土壌診断コー

講座 「地球市民を目指す J

土壌保全調査事業全国協議会

群馬馬県農業技術センター

北海道農業研究センター

国立保健医療科学院

JICA

明治大学

2410

18. 8.17-18

18. 7.21

18。 12. 6

18. 7.30

18.  5。   9
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氏  名 講師派遣の内容 依頼者 期  間

大倉利明

大倉利明

大倉利明

大倉利明

大倉利明

三島慎一郎

稲生圭哉

北東京生活クラブ生協環境学習

会資料

群馬県農業技術センター研究交

流会

土壌保全調査事業現地研修会

北陸土壌肥料研究会

土壌実態研修会

「瀬戸内海流域から海洋への陸

域起源物質の不均一・非定常な

流出機構の定量的評価」講演会

群馬県農業技術センター 環境
セ ミナー

北東京生活クラブ生協

群馬県農業技術センター

土壌保全調査事業全国協議会

機構・中央農研北陸研究セン

ター

群馬県利根農業事務所

広島大学

群馬県農業技術センター

2818

18

18

19

7

17´～ 18

13

19.  3.  9

19. 2.17

18

インベン トリー 第 6号  (2007)

(6)外部委員会委員等
氏  名 委嘱・応嘱先 委嘱・応嘱名 期  間

谷山一郎

谷山一郎

谷山一郎

谷山一郎

上田義治

中井 信

中井 信

中井 信

中井 信

農林水産省

農林水産省関東農政局

農林水産省九州農政局

群馬県

農林水産省

農林水産省

農林水産省

農林水産省

農林水産省

東北農政局

中四国農政局

生産局

「産学官連携による食料産業等

活性化のための新技術開発事業

研究推進会議委員

「土壌保全対策事業関東ブロッ

ク会議」専門委員

「土壌保全対策事業九州ブロッ

ク会議」専門委員

「試験研究課題事前評価会J委

員

共済組合筑波支部運営委員会

土壌保全対策事業北海道・東北

ブロック会議

土壌保全対策事業中国・四国ブ

ロック会議

土壌・施肥管理システム開発

委員会

環境調和型草地開発整備手法確

立調査事業検討委員会

18. 4.1´～

18. 4.1´～

18.10.1-

18. 4.1′～

18. 4.1-

4. 1～

4。 1′
^V

1′～

18

18
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氏  名 委嘱・応嘱先 委嘱・応嘱名 期  間

中井 信

中井 信

大倉利明

大倉利明

大倉利明

大倉利明

神山和則

神山和則

神山和貝J

神山和員」

神山和貝J

環境省

青森県

農林水産省

農林水産省

農林水産省

ア ドバイザー

滋賀県

農林水産省

農林水産省

農林水産省

農林水産省

温室効果ガス排出量算定方法検

討会吸収源分科会

放射性物質形態別移行調査検討

委員会

土壌保全対策事業関東農政局

土壌保全対策事業北陸農政局

土壌保全対策事業近畿農政局

土壌保全調査事業全国協議会

環境こだわ り農業環境影響調査

事業調査検討委員会

環境に配慮 した草地管理に係わ

る調査委託事業における環境保

全調査・作業検討委員会

草地管理指標改訂調査検討委員

会

環境調和型草地開発整備手法確

立調査事業における検討委員会

新たな農業生産環境施策確立調

査事業における検討委員会

1´～

18. 4.1-

18. 4。 1-

18. 4.1-

18。 10。 1′
^∨

18. 4.1′～

1-

1-

1´～

18

18

18

18

1-

18

1′～

付録 :研究協力・交流

(7)学会委員等
氏  名 学会名 委員等名 期  間

谷山一郎

中井 信
大倉利明

大倉利明

神山和貝J

神山和貝J

戸上和樹

戸上和樹

安田耕司

吉松慎一

吉松慎一

吉松慎一

中谷至伸

土壌物理学会

日本ペ ドロジー学会

日本ペ ドロジー学会

日本ペ ドロジー学会

日本土壌肥料学会

日本ペ ドロジー学会

日本ペ ドロジー学会

森林立地学会

日本応用動物昆虫学会

日本応用動物昆虫学会

日本応用動物昆虫学会

日本鱗翅学会

日本昆虫学会

副会長

評議員

幹事

評議員

第 5部門長

会計監査委員

会計幹事

会計監査委員

農林有害動物・昆虫名鑑増補改訂版編

集委員会,委員長

学術用語委員会

農林有害動物・昆虫名鑑編集委員会学

会用語委員会

将来計画特別委員会

電子化推進委員

17. 4。  1′～

16. 4. 1′～

16. 4. 1′～

18. 4。  1′～

18. 4. 1′～

18。  4. 1´～

17.11。 1′～

16. 4. 1´～

13. 5. 1´～

15

13

17.12.10～

13. 4. 1′～

”
　

”
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(8)同定依頼・技術相談等

件  名 件 数
土壌モノリス作製法・展示に関する相談

土壌採取・分析法に関する相談

土壌特性に関する相談

土壌関係取材

昆虫同定

昆虫の学名・種名・文献等に関する相談

昆虫標本に関する相談

昆虫関係取材

2

3

14

1

32

4

3

4

インベン トリー 第 6号  (2007)

(9)そ の他

件  名 期  間

応用動物昆虫学会50周年記念 「夏休み昆虫教室」

つくば科学フェスティバル昆虫標本解説

アグリキッズ科学教室昆虫生態解説

昆虫標本製作指導 17. 8.19

17.10. 7´^V8

18. 1。 27-28
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氏 名 職  名 期  間 備  考

谷山 一郎

織田 健次郎
上田 義治
中井 信
安田 耕司
ネ申山 和貝J
吉松 慎一

中谷 至伸
大倉 利明
三島 慎一郎

稲生 圭哉
戸上 和樹

原田 直國

宮崎 昌久

矢ヶ崎 泰海
遠藤 明

齋藤 猛雄

増田 康代
渡辺 寿美子

木代 玲子

伴  とよ

井澤 員知子

遠藤 寛子
大山 忍

センター長

上席研究員

〃

〃

〃

〃

主任研究員

〃

〃

〃

〃

研究員

契約職員 (専門員 )

契約研究員

〃

〃

〃

契約職員

〃

′′

〃

〃

′′

〃

18。  4. 1-

18. 4. 1ン ^v19

18。  4. 1-

18. 4. 1′～

18. 4. 1´―V19

18. 4。  1～

18. 4。  1-

18. 4. 1′～

18. 4. 1´～

18. 4. 1′～

18。  4. 1´～

18. 4。  1´
―∨19

18. 4. 1-19。  3.31

18. 4. 1-

18. 4. 1′―V18. 7.31

18。  9。  1′～

18.11。 13-

18. 4. 1-

18. 4. 1´～

18。  9。 25-

18. 4. 1′～

18. 4。  1´～

18. 8. 1-19。  3.31

18。  8. 1′ ^つ 19。  3.31

定年退職

企画戦略室長

東北農業研究センター

在職者とその動き

(3ヶ 月以上在籍者 )
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